
単
行
本

『
昔
の
血
液
観
』
宗
田
一
カ
ッ
タ
ー
・
ジ
ャ
。
〈
ン
㈱

『
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
域
医
療
史
概
観
』
奥
富
敬
之
伊
勢
原
市
医
師
会

『
切
手
が
語
る
医
学
の
あ
ゆ
み
』
古
川
明
医
歯
薬
出
版

『
書
心
方
一
千
年
記
念
誌
』
医
心
方
一
千
年
記
念
会
医
心
方
一
千
年
記
念

今
云

『
東
洋
医
学
論
集
』
医
聖
社

『
日
蘭
の
か
け
橋
六
』
関
西
日
蘭
協
会
関
西
日
蘭
協
会
事
務
局

『
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
占
領
期
の
医
療
福
祉
政
策
を
回
想
す
る
』
Ｃ
・
Ｆ
・
サ
ム
ス

岩
波
書
店

『
光
明
皇
后
』
（
人
物
叢
書
、
新
装
版
）
林
陸
朗
吉
川
弘
文
館

『
杉
田
玄
白
』
（
人
物
叢
書
、
新
装
版
）
片
桐
一
男
吉
川
弘
文
館

『
へ
ボ
ン
』
（
人
物
叢
書
、
新
装
版
）
高
谷
道
男
吉
川
弘
文
館

『
浅
田
宗
伯
書
簡
集
』
五
十
嵐
金
三
郎
編
汲
古
書
院

『
北
里
柴
三
郎
』
長
木
大
三
慶
応
通
信
株
式
会
社

『
荻
野
吟
子
ｌ
実
録
・
日
本
の
女
医
第
一
号
』
奈
良
原
春
作
国
書
刊
行
会

『
実
学
史
研
究
』
（
二
）
、
（
三
）
実
学
資
料
研
究
会
思
文
閣
出
版

『
阿
知
波
五
郎
論
文
集
』
〔
上
〕
近
代
医
史
学
論
考
〔
下
〕
医
史
学
点
描

阿
知
波
五
郎
思
文
閣
出
版

『
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
Ｉ
若
き
日
の
津
田
真
道
ｌ
』
原
三
正
歯
族
社

『
中
国
古
代
医
学
』
趙
瑛
珊
善
、
滝
川
巌
訳
自
家
版

医
史
学
関
係
文
献
目
録
（
五
十
音
順
）

『
広
島
県
医
人
伝
第
一
集
』
江
川
義
雄
自
家
版

『
小
鼎
追
悼
録
』
小
川
東
洋
編
自
家
版

「
切
手
が
語
る
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
（
古
川
明
著
）
書
評
集
』
石
原
理
年
編
自

家
版

『
近
代
文
学
作
品
に
描
か
れ
た
医
師
像
』
小
松
良
夫
自
家
版

『
築
造
三
五
○
周
年
、
長
崎
・
出
島
展
』
小
学
館
美
術
編
集
部
小
学
館

『
沼
津
市
明
治
史
料
館
』
沼
津
兵
学
校
沼
津
市
明
治
史
料
館

『
明
治
医
事
往
来
』
立
川
昭
二
新
潮
社

『
大
阪
史
蹟
辞
典
』
三
善
貞
司
清
文
堂

『
人
道
・
日
赤
の
て
び
き
』
「
日
赤
の
て
び
き
」
刊
行
委
員
会
蒼
生
書
房

『
田
村
藍
水
・
西
湖
公
用
日
記
』
草
野
冴
子
、
藤
田
覚
校
訂
続
群
書
類

従
完
成
会

『
太
田
正
雄
先
生
（
木
下
杢
太
郎
）
生
誕
百
年
記
念
会
文
集
』
太
田
正
雄
先

生
生
誕
百
年
記
念
会
太
田
正
雄
先
生
生
誕
百
年
記
念
会

『
医
学
の
歴
史
』
（
二
）
Ｉ
（
四
）
シ
ン
ガ
ー
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
著
朝
倉

書
店

『
（
写
真
集
）
甦
る
幕
末
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
八
○
○
枚
の
写

真
か
ら
（
写
真
展
目
録
）
』
朝
日
新
聞
社
朝
日
新
聞
社

『
く
す
り
看
板
（
く
す
り
博
物
館
収
蔵
資
料
集
ご
』
青
木
允
夫
、
小
山
み

か
子
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館

「
写
真
で
見
る
新
潟
教
会
の
歩
承
一
八
八
六
’
一
九
八
六
』
本
井
康
博
編

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
新
潟
教
会

『
こ
こ
ろ
の
母
校
済
生
学
舎
小
史
』
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
史
料
編
集
委

員
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
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『
遺
伝
学
の
歩
承
と
現
代
生
物
学
』
中
村
禎
里
培
風
館

『
洋
学
者
稿
本
集
』
佐
藤
昌
介
解
題
八
木
書
店

『
福
井
県
医
師
会
史
、
第
二
巻
、
資
料
編
』
福
井
県
医
師
会
・
会
史
編
纂
委

員
会
福
井
県
医
師
会

『
三
蔵
法
師
の
旅
を
旅
す
る
』
杉
本
茂
春
編
集
工
房
ノ
ア

『
日
本
の
ペ
ス
ト
流
行
史
』
春
日
忠
善
北
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
編
集

部『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
と
解
禮
新
書
』
酒
井
恒
訳
編
名
古
屋
大
学

出
版
会

『
講
座
・
差
別
と
人
種
（
五
）
心
身
障
害
者
』
磯
村
英
一
編
雄
山
閣

医
学
切
手
・
書
画

「
石
川
大
浪
と
渡
辺
華
山
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
」
緒
方
富
雄
『
け
ん
さ
』

一
五
（
四
）
二
一
’
二
四

「
産
業
革
命
期
の
社
会
改
革
家
と
．
ヘ
ル
ギ
ー
の
炭
坑
災
害
の
記
念
切
手
」
三

浦
豊
彦
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
七
）
一
’
七

「
切
手
に
承
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
一
二
）
カ
レ
ル
（
筐
⑦
曽
○
閏
邑
ゞ

一
八
七
三
’
一
九
四
四
）
」
中
谷
欣
二
『
整
形
・
災
害
外
科
』
’
’
九
（
一
）

四
八

「
切
手
に
承
る
整
形
母
災
害
外
科
学
（
一
三
）
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
（
宍
昌

ぼ
ゅ
且
胃
旨
ｇ
一
八
六
八
’
一
九
四
三
）
」
中
谷
欣
二
「
整
形
・
災
害
外

科
』
二
九
（
二
）
二
二
二

「
切
手
に
ぷ
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
一
四
）
国
際
障
害
者
年
」
中
谷
欣
二

『
整
形
・
災
害
外
科
』
二
九
（
三
）
三
三
四

「
切
手
に
承
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
一
五
）
。
ハ
ン
ピ
ー
ノ
（
層
目
巨
ご
○
）
」

中
谷
欣
二
『
整
形
・
災
害
外
科
』
二
九
（
四
）
四
一
六

「
切
手
に
み
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
一
六
）
ラ
レ
ー
Ｓ
Ｃ
Ｂ
目
名
の
］
３
冒

Ｆ
凹
胃
塁
）
一
七
六
六
’
一
八
四
二
）
」
中
谷
欣
二
『
整
形
・
災
害
外
科
』

二
九
（
五
）
六
三
六

「
切
手
に
承
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
一
七
）
華
陀
（
園
匡
凹
目
匡
）
二
○

’
二
○
七
頃
）
」
中
谷
欣
二
『
整
形
・
災
害
外
科
』
二
九
（
六
）
七
五
四

「
切
手
に
ゑ
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
一
八
）
ロ
ン
グ
（
ｏ
国
芝
さ
己
乏
．

Ｆ
ｏ
畠
ゞ
一
八
一
五
’
一
八
七
八
）
全
身
麻
酔
の
発
明
」
中
谷
欣
二
『
整

形
・
災
害
外
科
』
二
九
（
七
）
八
六
一

「
切
手
に
み
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
一
九
）
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
中
谷

欣
二
『
整
形
・
災
害
外
科
』
二
九
（
九
）
一
二
三
五

「
切
手
に
ぷ
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
二
○
）
輸
血
」
中
谷
欣
二
『
整
形
・

災
害
外
科
』
二
九
（
一
○
）
一
四
五
三

「
切
手
に
承
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
二
一
）
全
国
安
全
週
間
」
中
谷
欣
二

『
整
形
・
災
害
外
科
』
二
九
（
二
）
一
五
八
四

「
切
手
に
染
る
整
形
・
災
害
外
科
学
（
二
二
・
二
三
）
ポ
リ
オ
（
宮
盲
目
胃
‐

旨
い
）
」
中
谷
欣
二
『
整
形
・
災
害
外
科
」
二
九
（
一
二
）
一
六
八
八
、

（
一
三
）
一
八
○
六

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
閃
且
○
再
ぐ
胃
冒
名
（
一
八
一
二
Ｉ
一
九
○
二
）
」

小
野
公
義
『
皮
膚
科
の
臨
床
』
二
八
（
一
）
九
三

「
切
手
で
見
る
皮
層
科
学
ア
ロ
エ
」
小
野
公
義
『
皮
膚
科
の
臨
床
』
二
八

（
二
）
一
九
六

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
・
皮
膚
病
の
分
類
」
小
野
公
義
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

二
八
（
三
）
二
八
九
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「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
旨
。
且
○
局
病
」
小
野
公
義
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

二
八
（
四
）
四
七
三

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
関
ｇ
ｏ
ｏ
国
蔚
、
と
皮
層
科
学
」
小
野
公
義
『
皮

膚
科
の
臨
床
』
二
八
（
五
）
五
四
四

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
癩
病
院
の
閉
鎖
」
小
野
公
義
『
皮
膚
科
の
臨

床
』
二
八
（
六
）
六
四
八

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
カ
ビ
と
皮
膚
病
」
小
野
公
義
『
皮
膚
科
の
臨

床
』
二
八
（
七
）
七
三
四

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
」
小
野
公
義
『
皮
膚
科
の

臨
床
』
二
八
（
八
）
七
九
一

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
梅
毒
に
病
ん
だ
馨
号
①
『
こ
小
野
公
義
『
皮
膚

科
の
臨
床
』
二
八
（
九
）
九
○
○

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
小
野
公
義
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

二
八
（
一
こ
一
二
五
六

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
光
学
顕
微
鏡
」
小
野
公
義
「
皮
膚
科
の
臨
床
』

二
八
（
一
二
）
一
三
一
八

「
切
手
で
見
る
皮
膚
科
学
化
学
療
法
」
小
野
公
義
「
皮
膚
科
の
臨
床
』

二
八
（
一
三
）
一
四
七
七

「
切
手
と
医
学
史
眼
科
（
三
）
」
福
島
義
一
『
福
島
医
師
会
報
」
（
一
八
三
）

二
一
’
二
二

医
学
教
育

「
資
料
兵
庫
県
立
神
戸
医
学
校
・
同
薬
学
校
資
料
（
一
）
」
宗
田
一

『
医
学
史
研
究
』
（
六
○
）
三
九
’
四
四

「
最
上
医
学
所
に
つ
い
て
」
田
中
直
『
山
形
医
師
会
報
』
（
四
二
一
）

二
二
’
二
四

「
下
総
佐
倉
に
近
代
医
学
の
火
灯
し
た
順
天
堂
」
鈴
木
侃
『
日
経
メ
デ
ィ

カ
ル
』
一
五
（
三
）
二
○
六
’
二
○
七

「
揺
藍
期
の
近
代
医
学
教
育
慈
恵
医
大
の
前
身
に
み
る
教
育
理
念
」
鈴
木

侃
『
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』
一
五
（
四
）
一
・
五
○
’
一
五
一

「
金
沢
医
学
館
の
図
面
に
つ
い
て
」
寺
畑
喜
朔
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
二
（
二
）
二
○
四
’
二
○
六

「
明
治
時
代
初
期
に
お
け
る
公
立
医
学
校
の
廃
止
」
丸
山
知
良
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
一
五
１
く
二
一
七

「
適
塾
に
関
す
る
新
史
料
に
つ
い
て
」
杉
立
義
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
二
（
三
）
三
一
四
’
三
三
二

「
幕
末
維
新
の
日
本
に
お
け
る
蘭
学
系
の
医
学
校
」
ハ
ル
ム
・
ボ
イ
ヶ
ル
ス
、

石
田
純
郎
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
三
一
）
五
七
’
五
九

「
『
医
学
部
史
料
室
』
紹
介
（
一
）
（
二
）
」
島
岡
眞
『
名
大
医
学
部
学
友

時
報
』
（
四
四
一
）
五
’
八
、
（
四
四
二
）
三
’
四

医
学
用
語

「
こ
と
ば
の
由
来
語
源
玻
談
麻
酔
」
岩
月
賢
一
ご
○
国
ｚ
些
二
（
一
）

八
六
’
八
八

「
こ
と
ば
の
由
来
医
療
器
具
の
語
源
（
一
）
（
二
）
」
国
巨
警
固
．
葛
濤
旨
‐

“
○
口
．
伊
藤
裕
之
訳
ご
○
国
ｚ
ｇ
二
（
二
）
二
○
○
’
二
○
二
、
（
六
）

六
九
六
’
六
九
八

「
こ
と
ば
の
由
来
ク
エ
ッ
ヶ
ン
ス
テ
ッ
ト
試
験
と
ト
ピ
ー
・
エ
ー
ア
試
験

の
由
来
」
鈴
木
安
恒
ご
○
酉
ｚ
ど
二
（
三
）
三
○
八
’
三
一
○

「
こ
と
ば
の
由
来
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」
命
名
の
由
来
と
合
（
オ
ス
）
．

(114） 548



早
（
メ
ス
）
の
記
号
ｌ
リ
ン
ネ
の
業
績
よ
り
」
飯
田
収
ご
○
国
ｚ
ど

こ
（
四
）
四
二
八
’
四
三
○

「
こ
と
ば
の
由
来
語
源
墳
談
ｌ
診
断
と
治
療
」
岩
月
賢
一
己
○
国
ｚ
些

二
（
五
）
五
六
四
’
五
六
六

「
こ
と
ば
の
由
来
ア
ル
カ
プ
ト
ン
尿
症
お
よ
び
○
の
言
○
口
○
爵
の
語
源
と

本
症
の
原
因
」
鈴
木
安
恒
ご
○
国
ｚ
ど
二
（
七
）
八
二
八
’
八
三
○

「
こ
と
ば
の
由
来
リ
ウ
マ
チ
（
宛
胃
匡
冒
四
房
目
）
と
そ
の
周
辺
」
飯
田
収

ご
○
国
ｚ
昔
二
（
八
）
九
六
八
’
九
七
○

「
こ
と
ば
の
由
来
語
源
瓊
談
外
科
と
手
術
」
岩
月
賢
一
ご
○
西
ｚ
ご

ニ
（
九
）
二
○
八
’
二
一
○

「
こ
と
ば
の
由
来
疹
痛
を
表
わ
す
言
葉
の
由
来
」
国
匡
警
固
．
芝
罵
言
唖
。
目
．

伊
藤
裕
之
訳
ご
○
国
ｚ
ｇ
二
（
一
○
）
一
三
四
六
’
一
三
四
八

「
こ
と
ば
の
由
来
口
湧
ｇ
５
爵
ｇ
ｏ
匙
○
○
国
回
国
房
の
由
来
」
鈴
木
安
恒

ご
○
国
ｚ
ｚ
些
二
（
二
）
一
四
七
八
’
一
四
八
一

「
こ
と
ば
の
由
来
ヘ
ル
・
ヘ
ス
の
語
源
と
そ
の
歩
み
」
飯
田
収
ご
○
国
ｚ
ど

こ
（
一
二
）
一
六
○
六

「
病
名
の
由
来
惹
虫
（
つ
つ
が
む
し
）
病
」
酒
井
シ
ヅ
『
巨
⑥
島
。
昌
目
の
‐

号
昌
○
さ
電
』
’
四
（
一
）
四
八

「
病
名
の
由
来
痛
風
」
酒
井
シ
ヅ
『
旨
⑦
島
、
匙
弓
ｇ
冒
○
さ
喝
』
一
四

（
三
）
二
六
八

「
病
名
の
由
来
ク
ル
病
」
酒
井
シ
ヅ
『
旨
の
ｇ
ｏ
呉
弓
①
。
冒
巳
畠
邑
一
四

（
四
）
三
三
四

「
病
名
の
由
来
産
褥
熱
」
酒
井
シ
ヅ
『
員
の
＆
ｏ
巳
弓
①
。
言
。
ざ
喝
』
一
四

（
八
）
八
一
四

「
病
名
の
由
来
リ
ウ
マ
チ
」
酒
井
シ
ヅ
『
旨
。
＆
・
匙
目
①
の
冒
○
］
○
四
』

一
四
（
一
○
）
一
○
一
四

「
病
名
の
由
来
マ
ラ
リ
ヤ
」
酒
井
シ
ヅ
『
目
。
ｇ
§
閂
①
ｏ
冒
昌
品
こ

一
四
（
一
三
）
一
三
○
七

「
解
剖
学
用
語
（
ラ
テ
ン
語
）
に
つ
い
て
」
島
崎
三
郎
『
解
剖
学
雑
誌
』

六
一
（
三
）
二
一
八
’
二
二
六

医
師
会
・
学
会

「
医
師
会
史
資
料
追
補
」
中
川
長
一
『
い
わ
ち
ど
り
』
（
一
四
）
一
○
○
’

一
○
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
会
記
」
石
田
純
郎
『
科
学
医
学
資
料
研

究
』
（
一
五
一
）
五

「
日
本
衛
生
学
会
の
沿
革
（
一
）
」
西
川
槇
八
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二

（
一
一
）
一
一
一
一
一

「
日
本
医
師
会
小
史
（
三
一
）
大
正
期
の
医
師
数
、
医
学
校
の
推
移
」
青
柳

精
一
『
日
本
医
師
会
雑
誌
」
九
五
（
こ
こ
七
’
二
九

「
日
本
医
師
会
小
史
（
三
二
）
北
里
と
二
つ
の
新
設
医
科
大
学
」
青
柳
精
一

『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
五
（
三
）
五
○
二
’
五
○
四

「
日
本
医
師
会
小
史
（
三
三
）
大
正
か
ら
昭
和
へ
」
青
柳
精
一
『
日
本
医
師

会
雑
誌
』
九
五
（
六
）
九
八
○
’
九
八
二

「
日
本
医
師
会
小
史
（
三
四
）
（
三
五
）
（
三
六
）
発
足
し
た
健
保
制
度
と
反

対
運
動
一
、
二
、
三
」
青
柳
精
一
「
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
五
（
八
）

一
二
九
四
’
一
二
九
六
、
（
一
○
）
一
八
一
四
’
一
八
一
六
、
（
一
二
）

二
一
二
五
’
二
一
二
八

「
日
本
医
師
会
小
史
（
三
七
）
施
行
早
く
健
保
法
改
正
の
動
き
」
青
柳
精
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一
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
六
（
一
二
）
一
九
二
七
’
一
九
三
○

「
日
本
臨
床
病
理
学
会
史
」
小
酒
井
望
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
二
○
）

二
三
’
三
三

医
史
学
一
般

「
医
学
史
物
語
（
中
国
篇
）
こ
と
わ
ざ
を
通
じ
て
の
医
者
像
」
山
本
徳
子

『
冨
且
Ｃ
Ｏ
日
忌
日
。
旦
六
（
一
○
）
一
四
二
七
’
一
四
二
八

「
日
本
の
医
療
文
化
史
明
治
期
の
官
公
立
病
院
」
宗
田
一
『
ｚ
２
。

旨
さ
鄙
日
こ
一
○
（
二
二
七
’
三
三
・

「
日
本
の
医
療
文
化
史
私
立
病
院
と
私
立
医
学
校
」
宗
田
一
『
ｚ
２
命

冒
さ
門
日
こ
一
○
（
二
）
二
七
’
三
三

「
日
本
の
医
療
文
化
史
脚
気
と
陸
海
軍
」
宗
田
一
「
ｚ
２
①
冒
胃
日
旦

一
○
（
三
）
二
七
’
三
三

「
日
本
の
医
療
文
化
史
脚
気
研
究
の
進
展
」
宗
田
一
『
ｚ
２
の
冒
さ
寓
目
こ

一
○
（
四
）
二
七
’
三
三

「
日
本
の
医
療
文
化
史
免
疫
剤
を
め
ぐ
っ
て
」
宗
田
一
『
ｚ
２
ｏ
目
‐

ず
周
冒
邑
一
○
（
五
）
二
七
’
三
三

「
日
本
の
医
療
文
化
史
伝
染
病
研
究
所
の
発
展
と
移
管
」
宗
田
一
『
ｚ
２
の

旨
き
局
日
こ
一
○
（
六
）
二
七
’
三
三

「
日
本
の
医
療
文
化
史
化
学
療
法
の
導
入
」
宗
田
一
『
ｚ
２
⑦
冒
さ
『
日
こ

一
○
（
七
）
二
九
’
三
五

「
日
本
の
医
療
文
化
史
第
一
次
大
戦
前
後
」
宗
田
一
『
ｚ
２
の
旨
さ
貝
昌
こ

一
○
（
八
）
二
七
’
三
三

「
日
本
の
医
療
文
化
史
慈
恵
的
貧
民
済
生
」
宗
田
一
『
ｚ
２
の
冒
胃
昌
邑

一
○
（
九
）
二
七
’
三
三

「
日
本
の
医
療
文
化
史
労
働
者
保
護
と
疾
病
保
険
‐
｜
宗
田
一
『
ｚ
２
の

目
ざ
Ｈ
日
と
一
○
（
一
○
）
二
七
’
三
三

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
三
二
）
四
、
転
換
の
世
紀
十
字
軍
運
動
」
宗
田

一
『
国
〕
閏
目
騨
冒
の
ｇ
ｏ
こ
四
（
二
）
一
六
八
’
一
七
三

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
三
三
）
四
、
転
換
の
世
紀
十
字
軍
騎
士
団
の
医

療
活
動
」
宗
田
一
『
里
員
日
脚
旨
①
ｇ
ｏ
邑
四
（
三
）
一
七
○
’

一
七
五

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
三
四
）
四
、
転
換
の
世
紀
一
二
世
紀
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
宗
田
一
弓
冨
吋
日
画
巨
の
島
局
こ
四
（
四
）
一
四
一
’
一
四
五

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
三
五
）
四
、
転
換
の
世
紀
知
的
回
帰
運
動
の
拠

点
」
宗
田
一
『
国
〕
日
日
秒
冨
。
島
の
こ
四
（
五
）
一
三
五
’
一
四
○

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
三
六
）
（
三
七
）
四
、
転
換
の
世
紀
サ
レ
ル
ノ
医
学

校
」
宗
田
一
弓
冨
寓
目
妙
冨
の
烏
。
こ
四
（
六
）
一
六
四
’
一
六
九
、

（
七
）
一
四
○
１
ｔ
一
四
四

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
三
八
）
（
三
九
）
四
、
転
換
の
世
紀
両
シ
チ
リ

ア
王
国
の
医
療
法
」
宗
田
一
弓
冨
感
冒
画
冨
の
ｓ
ｏ
皇
四
（
八
）

一
三
七
’
一
四
二
、
（
九
）
一
七
七
’
一
八
二

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
四
○
）
四
、
転
換
の
世
紀
モ
ン
。
ヘ
リ
エ
医
学
校
」

宗
田
一
『
国
〕
胃
目
騨
冒
①
島
。
邑
四
（
一
○
）
一
三
九
’
一
四
四

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
四
こ
四
、
転
換
の
世
紀
ビ
ラ
ノ
ー
バ
の
ア
ル

ナ
ル
ド
」
宗
田
一
弓
冨
日
国
旨
③
島
８
』
四
（
二
）
一
二
七
’

一
一
一
一
一
一

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
四
二
）
四
、
転
換
の
世
紀
中
世
大
学
の
形
成

（
続
’
一
）
」
宗
田
一
弓
冨
『
冒
騨
冒
句
畠
。
旦
四
（
二
一
）
一
四
二
Ｉ
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一
四
七

「
古
代
医
療
と
そ
の
思
想
的
背
景
（
そ
の
ご
」
竹
中
普
久
『
い
ず
象
』

三
三
（
三
）
八
’
九

弓
合
衆
国
に
お
け
る
医
学
史
研
究
の
発
展
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
』
（
一
）
ｌ

（
四
）
」
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
立
医
学
図
書
館
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』

（
一
四
三
）
一
’
六
、
（
一
四
四
）
八
’
二
一
、
（
一
四
五
）
八
’
一
二
、

（
一
四
六
）
八
’
一
二

「
八
資
料
紹
介
Ｖ
文
政
十
三
年
の
尚
歯
会
」
末
中
哲
夫
、
宗
田
一
『
啓
迪
』

（
四
）
二
五
’
二
九

「
日
本
の
医
療
そ
の
問
題
点
（
一
）
明
治
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
」

久
保
全
雄
『
健
会
議
」
三
八
（
八
）
八
’
一
五

「
明
治
初
年
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
中
西
三
折
の
『
病
客
姓
名
録
』
よ
り
」

岡
田
安
弘
『
人
間
の
医
』
一
三
（
四
）
二
六
四
’
二
六
七

「
長
崎
養
生
所
の
設
立
を
め
ぐ
る
長
崎
奉
行
の
施
策
と
幕
府
評
議
１
幕
末
期

改
革
派
官
僚
岡
部
長
常
の
洋
学
導
入
ｌ
」
沼
倉
延
幸
『
青
山
学
院
大
学
文

学
部
紀
要
』
（
二
八
）
三
五
’
五
三

「
日
本
医
療
福
祉
事
業
史
断
想
」
酒
井
シ
ヅ
『
総
合
社
会
保
障
』
二
四
（
一
）

四
三
’
四
五
、
（
二
）
六
○
’
六
三
、
（
四
）
四
八
’
五
一
、
（
五
）
五
○
’

五
三
、
（
六
）
八
六
’
八
九
、
（
七
）
五
六
’
五
九
、
（
八
）
六
四
’
六
七
、

（
一
○
）
六
八
’
七
一
、
（
二
）
六
二
’
六
五

「
日
本
医
療
史
再
考
（
一
）
近
未
来
予
測
を
含
め
て
」
広
谷
速
人
『
島
根
医
』

七
（
五
）
七
四
二
’
七
五
一

「
明
治
初
年
の
医
師
制
度
」
深
瀬
泰
旦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

二
一
七
’
二
一
九

「
養
老
医
疾
令
合
和
御
薬
条
復
原
の
再
検
討
」
丸
山
裕
美
子
『
日
本
歴
史
』

（
四
五
六
）
一
九
’
三
三

「
金
創
医
の
出
現
と
神
保
流
金
創
療
治
に
就
い
て
」
加
藤
豊
明
『
北
陸
医
史
』

七
（
一
）
五
三
’
五
九

医
の
倫
理

「
医
の
倫
理
」
中
川
米
造
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
四
）
一
’
七

「
い
わ
ゆ
る
『
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
』
の
問
い
か
け
る
も
の
」
川
喜
田
愛
郎

『
科
学
基
礎
論
研
究
』
一
七
（
三
）
一
二
一
’
一
三
六

医
療
器
械

「
世
界
の
Ｍ
Ｅ
機
器
の
歴
史
メ
ス
（
そ
の
三
）
眼
科
用
」
酒
井
シ
ヅ
『
カ

レ
ン
ト
テ
ラ
ピ
ー
』
四
（
三
）
三
六
一
’
三
六
五

「
世
界
の
Ｍ
Ｅ
機
器
の
歴
史
膀
胱
結
石
の
手
術
道
具
」
酒
井
シ
ヅ
『
カ
レ

ン
ト
テ
ヲ
ピ
ー
』
四
（
五
）
六
三
五
’
六
三
八

「
穿
刺
吸
引
細
胞
診
の
採
取
器
具
な
ど
の
進
歩
」
庵
原
昭
一
『
医
療
』
四
○

（
四
）
三
○
一
’
三
○
九

「
医
科
器
械
の
歩
み
を
一
堂
に
」
鈴
木
侃
『
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』
’
五

（
一
○
）
一
九
八
’
一
九
九

衛
生
・
公
衆
衛
生
学
史

己
．
君
．
巨
Ｃ
Ｏ
周
８
号
と
そ
の
労
働
衛
生
に
関
す
る
論
文
」
佐
藤
元
『
医

学
史
研
究
』
（
六
○
）
二
六
’
三
一

「
生
野
銀
山
の
塵
肺
の
歴
史
一
八
○
○
年
代
か
ら
一
九
八
○
年
代
ま
で
」
三

浦
豊
彦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
一
九
’
二
一
二

「
目
で
見
る
労
働
と
健
康
の
歴
史
（
そ
の
一
）
ｌ
古
代
か
ら
中
世
へ
ｌ
」
三
浦

豊
彦
『
労
研
維
持
会
資
料
』
（
一
○
六
六
・
一
○
六
七
）
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「
労
働
衛
生
の
古
典
と
そ
の
著
者
日
本
の
工
場
法
・
成
立
と
性
格
（
二
○
）

Ｉ
影
響
の
あ
っ
た
三
人
の
素
描
ｌ
」
橋
本
重
遠
『
労
働
衛
生
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

（
一
一
一
二
一
）
一
二

「
明
治
前
期
に
於
け
る
日
本
政
府
の
工
場
労
働
者
の
労
働
衛
生
に
対
す
る
態

度
に
就
い
て
」
福
留
祥
子
『
労
働
科
学
』
六
二
（
二
）
七
七
’
九
二

「
徳
川
時
代
の
熱
中
症
予
防
と
二
○
世
紀
初
頭
の
高
温
職
場
の
食
塩
補
給
の

歴
史
」
三
浦
豊
彦
『
労
働
科
学
』
六
二
（
八
）
三
七
五
’
三
八
九

解
剖
学
史

「
プ
レ
ス
の
解
剖
害
を
使
っ
た
幕
末
維
新
の
解
剖
学
講
義
に
つ
い
て
」
石
田

純
郎
『
適
塾
」
（
一
八
）
一
五
’
二
四

「
フ
ラ
ン
ス
の
テ
キ
ス
ト
に
見
る
脳
幹
図
」
田
島
重
孝
『
日
仏
医
」
一
八

（
一
）
二
’
三
二

眼
科
学
史

．
九
世
紀
に
日
本
眼
科
学
に
与
え
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
影
響
」
Ｈ
・
Ｅ
・

ヘ
ン
ヶ
ス
述
石
田
純
郎
訳
『
医
学
史
研
究
』
（
五
九
）
八
三
○
’

八
三
三

「
天
保
時
代
の
眼
科
書
に
記
載
さ
れ
た
網
膜
芽
細
胞
腫
と
思
わ
れ
る
症
例
に

つ
い
て
（
会
）
」
金
子
明
博
他
一
名
『
眼
科
臨
床
医
報
』
八
○
（
二
）

三
○
七
’
三
○
八

「
眼
科
臨
床
医
報
八
○
年
の
歩
み
」
三
国
政
吉
『
眼
科
臨
床
医
報
』
八
○

（
一
○
）
二
二
一
三
’
二
二
三
四

「
医
学
史
上
に
散
見
す
る
眼
科
（
二
六
）
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ご
飯
沼
巌

『
銀
海
』
（
一
○
八
）
四
三
’
四
五

「
文
庫
の
窓
か
ら
鵬
氏
新
精
眼
科
全
書
（
三
）
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、

斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
○
（
一
）
六
四
’
六
五

「
文
庫
の
窓
か
ら
施
里
烏
私
眼
科
書
と
施
里
烏
斯
眼
科
全
書
（
一
）
（
二
）
」

中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
○
（
二
）

一
九
○
’
一
九
一
、
（
三
）
二
九
○
’
二
九
一

「
文
庫
の
窓
か
ら
外
科
必
読
質
篤
満
眼
門
（
一
）
（
二
）
」
中
泉
行
信
、

中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
○
（
四
）
四
二
四
’
四
二
五
、

（
五
）
五
五
六
’
五
五
七

「
文
庫
の
窓
か
ら
眼
科
新
説
名
銀
海
金
針
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、

斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
○
（
六
）
六
九
六
’
六
九
七

「
文
庫
の
窓
か
ら
眼
科
真
筌
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨

床
眼
科
』
四
○
（
七
）
八
三
六
’
八
三
七

「
文
庫
の
窓
か
ら
眼
科
要
略
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨

床
眼
科
』
四
○
（
八
）
九
九
四
’
九
九
五

「
文
庫
の
窓
か
ら
眼
科
摘
要
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨

床
眼
科
』
四
○
（
九
）
一
二
○
’
一
二
一

「
文
庫
の
窓
か
ら
眼
科
実
地
此
事
須
知
篇
と
視
力
乏
弱
病
論
」
中
泉
行
信
、

中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
○
（
一
○
）
二
七
六
’

一
一
七
七

「
文
庫
の
窓
か
ら
斯
弓
歌
索
謨
眼
科
書
（
仮
称
）
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行

史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
○
（
二
）
一
二
八
○
’
一
二
八
一

看
護
学
史

「
世
界
と
日
本
の
看
護
史
（
一
）
欧
米
編
」
遠
藤
恵
美
子
、
山
根
信
子
『
ク

リ
’
一
カ
ル
ス
タ
デ
ィ
』
七
（
六
）
付
録
一
’
一
六

「
世
界
と
日
本
の
看
護
史
（
二
）
日
本
編
」
遠
藤
恵
美
子
、
山
根
信
子
『
ク

(118） 552



リ
ニ
カ
ル
ス
タ
デ
ィ
』
七
（
七
）
付
録
一
’
一
六

「
米
国
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
往
復
書
簡
に
み
る
桜
井
女
学

校
付
属
看
護
婦
養
成
所
の
経
緯
（
一
）
桜
井
女
学
校
の
誕
生
と
マ
リ
ア
．

Ｔ
・
ツ
ル
ー
と
矢
嶋
絹
子
」
高
田
あ
つ
子
『
看
教
』
二
七
（
七
）

四
四
四
’
四
五
○

「
米
国
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
往
復
書
簡
に
承
る
桜
井
女
学

校
付
属
看
護
婦
養
成
所
の
経
緯
（
二
）
看
護
婦
養
成
所
の
運
営
を
め
ぐ
っ

て
」
高
田
あ
つ
子
『
看
教
』
二
七
（
八
）
五
一
○
’
五
一
五

「
米
国
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
往
復
書
簡
に
承
る
桜
井
女
学

校
付
属
看
護
婦
養
成
所
の
経
緯
（
三
）
衛
生
園
の
設
立
と
閉
園
に
至
る
ま

で
」
高
田
あ
つ
子
『
看
教
』
二
七
（
九
）
五
七
四
’
五
七
八

「
長
野
慈
恵
医
館
と
ミ
ス
・
ス
ミ
ス
」
小
泉
典
章
『
看
護
教
育
』
三
八
（
七
）

一
三
二
’
一
三
七

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
そ
の
時
代
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
一
九
世
紀
の
イ
ギ

リ
ス
社
会
」
増
子
忠
道
、
藤
井
博
之
、
川
島
翠
ど
り
『
看
護
実
践
の
科
学
』

一
一
（
六
）
一
八
’
三
二

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
そ
の
時
代
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
思
想
と
背
景
、
看

護
論
」
雨
宮
久
子
『
看
護
実
践
の
科
学
』
二
（
六
）
三
四
’
三
七

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
そ
の
時
代
『
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
生

涯
』
を
読
ん
で
ｌ
そ
の
生
い
立
ち
と
看
護
を
天
職
と
し
て
選
ん
だ
背
景
を

さ
ぐ
る
」
水
河
三
保
子
『
看
護
実
践
の
科
学
」
二
（
六
）
三
八
’
四
一

「
看
護
の
歴
史
」
小
玉
香
津
子
『
教
と
医
』
三
四
（
三
）
二
○
二
’

二
○
八

「
随
想
看
護
教
育
」
酒
井
シ
ヅ
『
総
合
社
会
保
障
』
二
四
（
九
）
六
二

’
六
五

「
北
陸
地
方
の
看
護
の
発
展
（
そ
の
三
）
石
川
県
に
お
け
る
看
護
教
育
機
関

の
変
遷
」
荻
野
妙
子
、
金
川
克
子
、
天
津
栄
子
、
泉
キ
ヨ
子
『
北
陸
医

史
』
七
（
一
）
四
九
’
五
一

教
室
史

「
満
州
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
の
歴
史
」
福
山
右
門
「
解
剖
学
雑
誌
』
六
一

（
一
）
二
九
’
三
二

軍
陣
医
学
史

「
日
本
陸
軍
軍
陣
医
学
航
空
医
学
（
附
）
厚
生
省
新
設
」
宮
本
忠
孝
『
山

形
医
師
会
報
』
（
四
二
四
）
二
四
’
三
二

「
鴎
外
の
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
」
富
樫
雅
生
「
山
形
病
医
誌
』
’
’
○
（
こ

一
八
四
’
一
八
九

「
第
一
次
大
戦
時
の
英
米
〃
シ
ョ
ッ
ク
委
員
会
″
と
そ
の
周
辺
」
栗
本
宗
治

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
○
八

「
日
清
戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院
に
つ
い
て
」
黒
沢
嘉
幸
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
二
（
己
四
三
’
四
九

「
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ル
ソ
ン
島
に
お
け
る
日
本
陸
軍
の
衛
生
状
況
と

米
軍
の
人
道
的
行
為
」
守
屋
正
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

二
○
八
’
二
○
九

「
陸
軍
戸
山
学
校
に
つ
い
て
」
清
水
勝
嘉
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
二
（
二
）

二
○
九
’
二
二

「
陸
軍
軍
医
学
校
史
（
第
二
報
）
昭
和
一
三
年
お
よ
び
一
四
年
」
清
水
勝
嘉

『
防
衛
衛
生
』
三
三
（
六
）
一
二
五
’
二
二
三

「
陸
軍
軍
医
学
校
史
（
第
三
報
）
昭
和
一
五
年
」
清
水
勝
嘉
『
防
衛
衛
生
』
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三
三
（
六
）
二
二
五
’
二
二
九

外
科
学
史

「
外
科
集
談
会
の
記
録
」
石
川
浩
一
『
日
本
臨
床
外
科
医
会
誌
』
四
七
（
九
）

一
ニ
ハ
五
’
一
一
七
二

「
手
術
室
の
歴
史
」
都
築
正
和
『
オ
。
ヘ
ナ
ー
シ
ン
グ
』
一
（
こ
四
六
’

五
○

産
婦
人
科
学
史

「
助
産
婦
の
歴
史
（
三
六
）
」
石
原
力
『
・
へ
リ
ネ
イ
タ
ル
ケ
ア
』
五
（
八
）

八
八
一
’
八
八
二

ヨ
医
心
方
』
に
み
ら
れ
る
月
経
異
常
の
治
療
」
松
永
勝
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
九
二

歯
学
史

「
口
蓋
裂
を
人
工
蓋
で
閉
塞
す
る
方
法
の
史
的
研
究
」
本
間
邦
則
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
○
○
’
二
○
一

「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
歯
科
出
品
物
の
審
査
結
果
第
二
報
歯
磨
に

つ
い
て
」
大
橋
正
敬
、
仁
平
真
佐
秀
、
長
谷
川
清
、
片
山
幸
太
郎
、
飯
島

情
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
七
九
’
八
四

「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
歯
科
出
品
物
の
審
査
結
果
第
三
報
歯
ブ
ラ

シ
及
び
楊
枝
に
つ
い
て
」
大
橋
正
敬
、
後
藤
尚
久
、
竹
井
満
久
、
菅
原
明

喜
、
飯
島
清
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
八
五
’
八
八

「
中
国
に
お
け
る
『
齪
』
の
意
味
に
関
す
る
医
史
的
考
察
」
戸
出
一
郎
、
新

藤
順
子
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
’
二
（
二
）
八
九
’
九
五

「
中
原
市
五
郎
著
『
児
童
ノ
歯
牙
ノ
関
係
』
」
谷
津
三
雄
、
江
川
裕
之
、
吉

村
宅
弘
、
石
橋
肇
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
九
六
Ｉ

一
○
一

「
歯
科
研
究
会
月
報
第
四
九
号
（
明
治
二
八
年
一
月
）
か
ら
第
五
二
号
（
明

治
二
八
年
四
月
）
の
内
容
」
谷
津
三
雄
、
米
長
悦
也
、
渋
谷
鉱
、
吉
田

直
人
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
○
二
’
一
○
七

「
．
〈
し
全
集
第
一
二
版
に
承
ら
れ
る
歯
科
領
域
の
記
述
（
八
）
（
九
）
」
高

山
直
秀
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
○
八
’
二
○
、

（
三
）
二
○
七
’
二
○
九

「
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
手
稿
文
の
分
析
（
三
）
（
四
）
（
五
）
（
六
）
（
七
）
」
高
山

直
秀
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
二
一
’
二
三
、

（
三
）
二
一
九
’
二
二
一
、
（
四
）
二
三
八
’
二
四
○
、
一
三
（
一
）
四
七

’
五
一
、
（
二
）
一
○
三
’
一
○
五

「
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
著
『
人
の
歯
の
博
物
学
』
第
二
版
（
一
七
七
八
年
刊

に
つ
い
て
）
」
高
山
直
秀
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）

二
四
’
二
七

「
邦
訳
『
人
の
歯
の
博
物
学
』
（
一
）
（
二
）
（
三
）
（
四
）
」
高
山
直
秀
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
二
八
’
二
二
、
（
四
）
二
四
三

’
二
四
五
、
一
三
（
一
）
五
五
’
五
七
、
（
二
）
一
○
○
’
一
○
二

コ
、
東
京
独
案
内
（
明
治
二
三
年
四
月
出
版
）
に
み
ら
れ
る
官
府
私
立
学

校
」
北
嶋
ま
つ
子
、
武
藤
優
子
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

垂
恥
』
一
二
（
二
）
一
二
二

「
二
、
『
医
心
方
』
に
お
け
る
口
腔
疾
患
の
分
類
に
つ
い
て
」
戸
出
一
郎
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
二
二
’
一
二
三

「
三
、
第
一
回
日
本
医
学
会
誌
（
明
治
二
三
年
）
と
第
二
回
日
本
医
学
会
誌

（
明
治
二
六
年
）
に
ふ
ら
れ
る
麻
酔
と
歯
科
に
関
す
る
発
表
」
坂
本
嘉
久
、
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吉
井
秀
鋳
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
一
一
（
二
）

一
二
三
’
一
二
四

「
皇
紀
弐
千
六
百
年
記
念
歯
科
医
学
会
会
誌
に
つ
い
て
」
渋
谷
鉱
、
松
本

好
正
、
渋
谷
幸
男
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
一
一
（
二
）

一
二
四

「
竹
柄
歯
刷
子
補
遺
」
下
総
高
次
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
三
一

（
二
）
一
二
四
’
一
二
五

「
形
成
外
科
と
顎
面
補
綴
の
は
じ
ま
り
」
新
藤
恵
久
『
日
本
歯
科
医
史
学
会

会
誌
』
’
二
（
二
）
一
二
五
’
一
二
六

「
口
蓋
栓
塞
子
の
歴
史
に
つ
い
て
」
本
間
邦
則
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

一
二
（
二
）
一
二
六
’
一
二
七

「
針
か
鍼
か
の
名
称
（
文
献
的
考
察
）
」
原
田
さ
え
子
、
大
和
和
久
、
小
池

陽
一
郎
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
一
一
（
二
）
一
二
七

’
一
二
八

コ
八
四
七
年
頃
の
歯
痛
に
関
す
る
風
刺
絵
」
石
橋
肇
、
村
木
春
長
、
金

子
賢
司
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
二
一
八

「
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
手
稿
の
検
討
」
高
山
直
秀
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

一
二
（
二
）
一
二
八
’
一
二
九

「
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
口
腔
衛
生
部
主
催
第
二
回
学
校
歯
科
医
講
習
会
講
演
集

（
昭
和
五
年
二
月
、
東
京
市
に
お
い
て
開
催
）
に
つ
い
て
」
吉
村
宅
弘
、

大
場
重
信
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
二
（
二
）

一
三
○

弓
画
巨
ｏ
自
己
手
稿
を
見
た
」
中
原
泉
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

’
二
（
二
）
一
二
九
’
一
三
○

「
高
山
歯
科
医
学
院
講
義
録
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
長
谷
川

正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
三
○
’
一
三
一

「
ポ
ス
タ
ー
の
歴
史
と
第
一
回
ム
シ
歯
予
防
デ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
」

新
藤
恵
久
、
高
槻
正
男
、
遠
藤
吉
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
一
一

（
一
一
）
一
一
二
一
一

「
第
二
回
ム
シ
歯
予
防
デ
ー
（
昭
和
四
年
六
月
四
日
）
の
講
演
資
料
」
米
長

悦
也
、
古
瀬
信
久
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
一
一
（
二
）

一
三
二
’
一
三
三

「
後
水
尾
天
皇
の
御
歯
」
上
野
乃
武
弥
、
田
中
照
代
、
杉
本
茂
春
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
三
三
’
一
三
五

「
明
治
年
代
の
歯
科
雑
誌
に
ゑ
ら
れ
る
救
急
蘇
生
法
」
江
川
裕
之
、
江
川
為

明
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
三
五
’

一
一
二
一
ハ

「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
歯
科
出
品
物
の
審
査
報
告
第
二
報
、
歯
磨
、

歯
ブ
ラ
シ
お
よ
び
楊
枝
に
つ
い
て
」
大
橋
正
敬
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
』
二
一
（
二
）
一
三
六
’
一
三
七

「
お
歯
黒
の
里
香
登
を
た
ず
ね
て
」
松
田
信
隆
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
』
一
二
（
二
）
一
三
七

弓
甘
粛
彩
陶
』
の
鋸
歯
紋
に
つ
い
て
歯
を
洗
う
中
国
考
古
学
に
一
言

あ
り
」
杉
本
茂
春
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
二
（
二
）
一
三
七

’
一
四
一

「
日
本
衛
生
学
会
雑
誌
（
明
治
三
七
年
会
）
創
刊
号
か
ら
見
た
衛
生
学
会
の

屋
望
に
つ
い
て
」
岡
田
治
夫
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）

一
四
一
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「
五
○
年
前
に
も
あ
っ
た
歯
科
医
師
の
過
剰
問
題
」
長
谷
川
俊
夫
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
」
一
二
（
二
）
一
四
二

「
日
本
海
軍
歯
科
医
科
士
官
の
歴
史
日
露
戦
争
と
歯
科
医
」
山
崎
智

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
四
二
’
一
四
三

「
笠
森
お
仙
と
本
柳
屋
お
藤
」
本
山
佐
太
郎
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」

一
二
（
二
）
一
四
三
’
一
四
四

「
ロ
同
．
ｅ
・
国
聾
匡
抄
熟
か
ら
の
手
紙
」
永
田
和
弘
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
』
一
二
（
二
）
一
四
四
’
一
四
五

「
高
山
歯
科
医
学
院
の
学
制
・
教
科
書
・
教
授
陣
に
つ
い
て
」
長
谷
川
正
康
、

森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
高
添
一
郎
、
高
木
圭
二
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
」
一
二
（
二
）
一
四
五
’
一
四
六

「
家
庭
と
学
校
口
腔
衛
生
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
本
舗
（
大
正
一
二
年
四
月
刊
）
」

落
合
後
輔
、
清
沢
美
智
子
、
藤
井
敏
博
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
四
六
’
一
四
七

「
内
務
省
衛
生
局
編
纂
『
歯
と
健
康
』
仁
丹
の
歯
磨
本
舗
発
行
（
大
正
一
三

年
一
二
月
刊
）
」
武
田
和
久
、
大
島
安
晴
、
鈴
木
邦
夫
、
谷
津
三
雄
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
四
七

「
東
京
府
歯
科
医
師
会
編
『
府
内
小
学
校
二
於
ケ
ル
口
腔
衛
生
一
一
関
ス
ル
調

査
』
（
昭
和
四
年
一
二
月
現
在
）
」
吉
井
秀
鋳
、
吉
田
直
人
、
八
木
千
恵
子
、

谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
二
）
一
四
七
’
一
四
八

「
弓
○
屋
Ｏ
３
Ｏ
冨
胃
厨
①
号
』
に
ゑ
る
楊
枝
そ
の
（
一
）
Ｉ
（
三
）
」
丹
羽
源
男

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
三
）
一
五
九
Ｉ
一
六
四
、
（
四
）

二
二
七
’
二
三
二
、
二
三
三
’
二
三
七

「
牙
歯
病
の
外
因
と
し
て
の
『
風
』
に
関
す
る
考
察
」
戸
出
一
郎
、
新
藤
順

子
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
三
）
一
六
五
’
一
七
三

「
歯
の
解
剖
用
語
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
研
究
者
名
に
つ
い
て
」
本
間
邦
則

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
三
）
一
七
四
’
一
八
二

「
高
山
歯
科
学
院
の
学
制
・
教
科
書
・
教
授
陣
な
ど
に
つ
い
て
」
長
谷
川
正

康
、
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
高
添
一
郎
、
高
木
圭
二
郎
『
日
本
歯
科
医

史
学
会
会
誌
』
’
二
（
三
）
一
八
三
’
一
九
○

「
高
山
歯
科
医
学
院
講
義
録
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
長
谷
川

正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
｜
｜
’
（
三
）
一
九
一
’
一
九
八

「
最
初
に
英
語
で
書
か
れ
た
歯
科
医
学
書
（
そ
の
一
）
Ｑ
〕
且
旬
唾
ど
房
国
著

弓
胃
○
胃
国
８
吋
ざ
司
讐
の
弓
月
忌
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
『
日
本
歯
科

医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
三
）
一
九
九
’
二
○
六

「
パ
レ
著
『
欠
損
を
補
整
す
る
方
法
』
（
三
）
（
四
）
（
最
終
回
）
高
山
直
秀

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
三
）
二
一
○
’
二
一
二
、
（
四
）

二
四
一
’
二
四
二
、
一
三
（
一
）
五
二
’
五
四

「
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
手
稿
の
検
討
、
手
稿
の
構
成
に
つ
い
て
」
高
山
直
秀
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
二
（
三
）
二
一
三
’
二
一
八

「
ゲ
ー
テ
と
顎
間
骨
」
本
間
邦
則
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
’
二
（
四
）

二
四
六
’
二
四
九

「
歯
の
硬
組
織
の
用
語
に
つ
い
て
」
本
間
邦
則
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

三
一
（
四
）
二
五
○
’
二
五
一

「
日
本
歯
科
医
学
会
史
（
第
一
報
）
」
谷
津
三
雄
、
渋
谷
鉱
、
山
口
秀
紀
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
二
（
四
）
二
五
二
’
二
五
五

「
医
談
に
承
ら
れ
る
歯
科
な
ら
び
に
麻
酔
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
（
第
一

報
）
」
谷
津
三
雄
、
米
長
悦
也
、
石
橋
肇
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
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一
二
（
四
）
二
五
六
’
二
五
八

「
富
士
川
勝
著
、
東
京
医
事
一
覧
（
明
治
二
三
年
三
月
二
七
日
出
版
）
に
み

ら
れ
る
高
山
歯
科
医
院
」
北
島
ま
つ
子
、
武
藤
優
子
、
谷
津
三
雄
『
日
本

歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
五
’
六

「
内
務
看
衛
生
局
雑
誌
に
ゑ
ら
れ
る
医
師
人
名
」
山
口
秀
紀
、
江
川
為
明
、

谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
六
’
七

ヨ
医
心
方
』
に
お
け
る
口
腔
疾
患
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
」
戸
出
一
郎
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
ご
七
’
八

ヨ
○
．
ぐ
．
里
画
呉
の
分
類
』
か
？
」
中
原
泉
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
』
一
三
（
一
）
八
、
（
二
）
七
一
’
七
四

「
仏
典
（
仏
教
医
学
）
に
承
え
る
齪
歯
と
そ
の
療
法
」
杉
本
茂
春
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
八
’
九

「
東
京
歯
科
医
学
院
の
学
制
・
教
授
陣
・
教
科
書
等
に
つ
い
て
」
長
谷
川
正

康
、
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
高
添
一
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

一
三
（
一
）
九
’
一
一

「
東
京
歯
科
医
学
院
講
義
録
（
第
一
輯
）
の
書
誌
学
的
研
究
」
森
山
徳
長
、

石
川
達
也
、
長
谷
川
正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）

一
一

「
雑
誌
顕
微
鏡
に
み
ら
れ
る
歯
科
の
記
載
」
米
長
悦
也
、
許
國
雄
、
谷

津
徳
男
、
谷
津
三
雄
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
二

’
一
三

「
高
山
歯
科
医
学
院
編
、
歯
科
手
術
論
、
完
の
内
容
」
落
合
俊
輔
、
谷
津
三

雄
、
池
田
直
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
一
三

「
木
床
義
歯
に
お
け
る
人
工
歯
の
結
合
に
つ
い
て
」
本
山
佐
太
郎
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
一
四

「
パ
レ
全
集
、
第
一
二
版
に
象
ら
れ
る
歯
科
領
域
の
記
述
補
遺
」
高
山
直
秀

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
一
四

「
Ｇ
・
Ｖ
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
離
蝕
病
因
論
」
森
山
徳
長
、
太
田
功
正
、
奥
田
克
爾
、

高
添
一
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
一
四
’
一
五

「
日
本
歯
科
医
学
会
沿
革
概
要
（
日
本
歯
科
医
学
会
編
、
大
正
三
一
年
三
月

刊
）
」
吉
井
秀
鋳
、
武
田
和
久
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

一
三
（
こ
一
五
’
一
六

「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
焼
石
膏
出
品
物
と
そ
の
審
査
結
果
」

大
橋
正
敬
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
こ
一
六
’
一
七

「
大
日
本
歯
科
医
会
編
、
歯
科
医
籍
第
壱
巻
（
明
治
三
六
年
末
現
在
）
に
承

ら
れ
る
歯
科
医
師
名
」
坂
本
嘉
久
、
江
川
裕
之
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科

医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
一
六
’
一
七

「
第
二
回
日
本
連
合
医
学
会
誌
（
明
治
三
九
年
四
月
）
と
歯
科
学
部
会
」
渋

谷
鉱
、
村
本
春
長
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三

（
一
）
一
七
’
一
八

「
大
正
時
代
の
歯
科
開
業
試
験
に
つ
い
て
歯
科
開
業
試
験
答
案
集
よ
り
」

渡
辺
富
士
夫
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
三
（
一
）
一
八

「
沖
縄
県
座
間
味
村
に
お
け
る
離
島
診
療
記
録
」
鈴
木
章
、
稲
葉
繁
、

那
波
明
夫
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
三
（
一
）
一
八
’
一
九

「
沖
縄
県
座
間
味
村
に
伝
わ
る
民
間
療
法
『
ち
糸
や
ち
』
に
つ
い
て
」
那
波

明
夫
、
鈴
木
章
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
己
一
九
’

二
○

「
石
原
久
先
生
講
述
口
腔
科
学
講
義
全
に
つ
い
て
」
吉
村
宅
弘
、
大
場
重
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信
、
松
本
好
正
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）

二
○
’
二
一

「
日
本
海
軍
歯
科
医
科
士
官
の
歴
史
（
Ⅲ
）
第
一
次
世
界
大
戦
と
歯
科
医
師
」

山
崎
智
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
一
二

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
変
遷
」
下
総
高
次
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三

（
一
）
一
一
一
一

「
木
床
義
歯
の
起
原
を
訪
ね
て
柏
崎
市
の
斑
紫
銅
」
新
藤
恵
久
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
ご
二
三

「
歯
科
器
械
の
元
祖
と
し
て
」
長
谷
川
俊
夫
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

一
一
一
一
（
一
）
一
一
二
一

「
シ
ヰ
ラ
イ
ヒ
原
著
無
痛
手
術
全
に
つ
い
て
」
石
橋
肇
、
金
子
賢
司
、
谷

津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
二
三
’
二
四

ヨ
明
月
記
』
に
み
え
る
苧
を
検
索
す
る
」
杉
本
茂
春
『
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
』
一
三
（
一
）
二
四
’
二
五

「
画
○
昌
乏
筥
咬
合
器
の
構
造
と
構
想
」
永
田
和
弘
、
藤
枝
晃
、
大
森
康
弘

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
二
八

「
小
島
原
泰
民
と
そ
の
訳
（
著
）
書
（
第
二
報
）
」
吉
田
直
人
、
小
池
陽
一

郎
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
二
八
’
二
九

「
福
島
県
医
襟
録
（
明
治
二
八
年
刊
）
に
承
ら
れ
る
歯
科
医
師
」
谷
津
三
雄
、

出
地
弘
、
新
國
俊
彦
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
二
九

’
三
○

「
三
郡
共
立
福
島
病
院
沿
革
誌
（
全
）
明
治
二
八
年
五
月
刊
に
つ
い
て
」
谷

⑳
津
三
雄
、
古
城
由
美
子
、
庵
原
正
彦
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
’
三

津
三
雄
、
古
城
由

（
一
）
三
○
’
三
一

「
医
談
に
承
ら
れ
る
歯
科
な
ら
び
に
麻
酔
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
（
第
二

報
）
」
谷
津
三
雄
、
米
長
悦
也
、
石
橋
肇
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』

’
三
（
一
）
四
○
’
四
三

「
最
初
に
英
語
で
書
か
れ
た
歯
科
医
学
書
（
そ
の
二
）
ｌ
著
者
ｏ
宮
１
隅
シ
斤
冒

と
、
そ
の
背
景
Ｋ
Ｏ
民
の
理
髪
外
科
医
の
ギ
ル
ド
に
つ
い
て
ｌ
森
山
徳
長

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
五
八
’
六
四

「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
焼
石
膏
出
品
物
と
そ
の
結
果
」
大
橋

正
敬
、
仁
平
真
佐
秀
、
長
谷
川
清
、
竹
井
満
久
、
飯
島
清
人
、
深
瀬
康
公

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
’
三
（
二
）
七
五
’
八
○

「
最
初
に
英
語
で
書
か
れ
た
歯
科
医
学
書
（
そ
の
三
）
ｏ
冨
号
ｍ
ど
庁
国
》

弓
胃
○
胃
目
８
吋
き
『
ｇ
⑦
弓
の
①
号
の
邦
訳
と
注
解
（
そ
の
一
）
」
森
山
徳

長
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
二
）
八
一
’
八
四

「
富
士
川
淋
著
、
東
京
医
事
一
覧
（
明
治
二
三
年
三
月
二
七
日
出
版
）
に
み

ら
れ
る
高
山
歯
科
医
学
院
」
北
島
ま
つ
子
、
武
藤
優
子
、
谷
津
三
雄
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
二
）
八
五
’
八
九

「
日
本
歯
科
医
学
史
（
第
二
報
）
」
谷
津
三
雄
、
吉
井
秀
鋳
、
武
田
和
久
、

渋
谷
幸
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
二
）
九
○
’
九
三

「
石
原
久
先
生
講
述
口
腔
科
学
講
義
全
に
つ
い
て
」
吉
村
宅
弘
、
大
場
重

信
、
松
本
好
正
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
三
（
二
）

九
四
’
九
六

「
シ
ヰ
ラ
イ
ヒ
原
著
無
痛
手
術
全
に
つ
い
て
」
石
橋
肇
、
小
池
陽
一
郎
、

金
子
賢
司
、
谷
津
三
雄
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
二
）

九
七
’
九
九
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史
跡

「
神
経
学
墓
参
そ
の
一
、
ハ
ピ
ン
ス
キ
ー
の
墓
を
訪
ね
て
」
岩
田
誠

『
神
経
内
科
』
二
四
（
一
）
八
六
’
八
九

「
神
経
学
墓
参
そ
の
ニ
シ
ャ
ル
コ
ー
の
墓
を
訪
ね
て
」
岩
田
誠
『
神

経
内
科
』
二
四
（
二
）
一
九
六
’
一
九
八

「
神
経
学
墓
参
そ
の
三
デ
ジ
ェ
リ
ン
の
墓
を
訪
ね
て
」
岩
田
誠
『
神

経
内
科
」
二
四
（
三
）
三
○
六
’
三
○
九

弓
金
華
山
道
碑
』
に
刻
さ
れ
た
病
気
予
防
食
に
つ
い
て
」
那
須
務
、
吉

崎
文
彦
、
久
道
周
次
『
日
本
薬
史
学
会
』
二
一
（
一
）
二
八
’
三
二

疾
病
史

「
医
学
史
に
於
け
る
癌
及
び
癌
の
周
辺
一
九
世
紀
中
葉
以
前
」
日
比
野
進

『
○
己
８
ざ
唱
邑
（
一
七
）
二
○
’
三
○

「
難
病
研
究
の
歩
み
」
吉
利
和
『
か
ら
だ
の
科
学
』
臨
増
（
難
病
の
辞
典
）

二
’
九

「
動
脈
硬
化
の
退
縮
研
究
の
歴
史
」
沼
野
藤
夫
『
ク
リ
ニ
シ
ャ
ン
』
三
三

（
二
）
二
二
九
’
二
三
五

「
リ
ウ
マ
チ
の
歴
史
」
佐
々
木
智
也
『
医
界
新
聞
』
（
一
七
二
○
）
二
’
三

「
広
島
・
長
崎
の
原
爆
放
射
線
影
響
研
究
ｌ
急
性
死
・
急
性
傷
害
の
過
小
評

価
ｌ
」
中
川
保
雄
『
科
学
史
研
究
』
二
五
（
一
五
七
）
二
○
’
三
三

「
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
の
今
昔
」
石
川
浩
一
『
外
科
』
四
八
（
八
）
八
一
四
’

八
二
一

「
『
Ｂ
型
肝
炎
の
す
べ
て
』
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
抗
原
発
見
と
そ
の
歴
史
（
会
）
」

爵
昌
号
酔
目
二
日
胃
侭
『
肝
・
胆
・
膵
』
一
三
（
三
）
六
○
七
Ｉ

国
秒
局
巨
ｏ
声

六
一
七

「
昔
の
結
核
、
今
の
結
核
結
核
制
圧
の
歴
史
と
将
来
展
望
」
島
尾
忠
男

『
労
働
の
科
学
』
四
一
（
九
）
一
○
’
一
四

耳
鼻
咽
喉
科

「
耳
鼻
咽
喉
科
領
域
に
お
け
る
中
国
医
学
序
説
中
国
医
学
の
歴
史
」
藤
井

一
省
『
カ
レ
ン
ト
テ
ラ
ピ
ー
』
四
（
九
）
二
三
一
’
二
三
四

「
耳
鼻
咽
喉
科
領
域
に
お
け
る
中
国
医
学
序
説
中
国
医
学
（
湯
液
医
学
）

の
基
本
的
概
念
」
藤
井
一
省
『
カ
レ
ン
ト
テ
ラ
ピ
ー
』
四
（
一
○
）

七
五
’
七
八

種
痘
史

「
牛
痘
法
の
北
陸
地
方
へ
の
普
及
に
つ
い
て
」
正
橋
剛
二
、
松
田
健
史
『
北

陸
医
史
』
七
（
一
）
三
四
’
三
五

獣
医
学
史

「
メ
ル
ボ
ル
ン
獣
医
医
科
大
学
と
Ｗ
・
Ｔ
・
ケ
ン
ダ
ル
（
一
）
」
中
村
洋
吉
『
日

本
獣
医
史
学
雑
誌
』
（
一
二
）
三
’
二
○

「
動
物
検
疫
か
ら
承
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
輸
入
（
一
）
」
矢
崎
信
夫
『
日
本

獣
医
史
学
雑
誌
」
（
一
二
）
一
二
’
三
○

「
明
治
期
前
の
狂
犬
病
史
考
」
坂
本
勇
『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
（
一
二
）

一
二
一
１
く
一
二
一
ハ

「
『
下
総
御
料
牧
場
が
で
き
る
ま
で
』
（
八
）
ｌ
ア
シ
・
フ
・
ジ
ョ
ン
ズ
を
中
心

と
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
’
一
ア
（
開
拓
前
後
）
の
高
産
業
（
そ
の
一
）
ｌ
」
谷
垣

康
弘
『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
（
一
二
）
三
七
’
四
五

「
日
本
獣
医
畜
産
大
学
所
蔵
『
獣
医
学
稀
こ
う
書
目
録
』
」
黒
川
和
雄
『
日

本
獣
医
史
学
雑
誌
』
（
一
二
）
四
六
’
四
九

（125）559



最
簡

「
ポ
ー
ド
イ
ン
書
簡
に
つ
い
て
（
第
一
報
）
」
石
田
純
郎
、
Ｈ
・
ボ
イ
ヶ
ル
ス

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
一
（
二
）
一
八
○
’
一
八
二

「
鯖
江
士
屋
家
文
書
」
岩
治
勇
一
、
白
崎
昭
一
郎
『
北
陸
医
史
』
七
（
一
）

四
六
’
四
八

書
誌
学

「
古
典
あ
れ
こ
れ
胃
碕
旦
。
日
８
国
巨
唖
国
、
冨
○
の
仕
事
」
酒
井
シ
ヅ

国
○
国
ｚ
ど
二
（
一
）
九
○
’
九
二

「
古
典
あ
れ
こ
れ
リ
ッ
ト
ル
と
鼻
出
血
」
飯
沼
壽
孝
ご
○
西
ｚ
ｇ
二

（
二
）
二
○
四
’
二
○
五

「
古
典
あ
れ
こ
れ
シ
貝
。
己
。
く
鳥
匙
く
脚
（
一
六
六
五
’
一
七
二
三
）
著
《
白
の

少
胃
①
国
匡
目
同
国
騨
弓
Ｅ
Ｃ
同
旨
“
ご
」
酒
井
シ
ヅ
ご
○
国
ｚ
ど
二
（
三
）

四
三
二
’
四
三
四

「
古
典
あ
れ
こ
れ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
上
顎
洞
穿
刺
」
飯
沼
壽
孝
国
○
四
ｚ
ど

こ
（
五
）
五
六
八
’
五
六
九

「
古
典
あ
れ
こ
れ
乏
侭
目
①
圃
肉
芽
腫
」
堀
内
正
敏
ご
○
国
ｚ
ど
こ
（
六
）

七
○
○
’
七
○
一

「
古
典
あ
れ
こ
れ
プ
ル
サ
ッ
ク
弓
冒
●
巨
鵲
鼻
）
の
頃
」
飯
沼
壽
孝

ご
○
国
ｚ
豊
二
（
七
）
八
三
二
’
八
三
三

「
古
典
あ
れ
こ
れ
最
初
の
耳
科
学
書
の
著
書
旨
胃
ｇ
ｏ
具
皇
国
ａ
□
白

く
旬
日
２
（
一
六
四
八
’
一
七
三
○
）
」
酒
井
シ
ヅ
国
○
函
ｚ
豊
二
（
八
）

九
七
二
’
九
七
三

「
古
典
あ
れ
こ
れ
側
頸
の
う
胞
の
組
織
発
生
」
堀
内
正
敏
ご
○
国
ｚ
ど

こ
（
九
）
二
一
二
’
一
一
一
三

「
古
典
あ
れ
こ
れ
ぐ
○
回
目
○
房
ｇ
の
こ
と
」
飯
沼
壽
孝
ご
○
国
ｚ
ど
こ

（
一
○
）
一
三
五
○
’
一
三
五
二

「
古
典
あ
れ
こ
れ
Ｑ
ｏ
ぐ
凹
昌
昌
厭
豊
驚
胸
昌
。
侭
凋
昌
（
一
六
八
二
’
一
七
七

一
）
」
酒
井
シ
ヅ
己
○
国
ｚ
豊
一
一
（
一
己
一
四
八
二
’
一
四
八
四

「
古
典
あ
れ
こ
れ
弓
。
首
胃
且
と
鼓
膜
」
飯
沼
壽
孝
己
○
国
ｚ
ど
こ

（
一
二
）
一
六
一
○
’
一
六
二

「
医
史
学
名
著
解
題
一
○
荷
８
ず
岸
扁
侭
凰
○
（
腰
烏
闇
凰
）
骨
ｏ
胃
亘

の
解
剖
害
」
酒
井
シ
ヅ
『
医
学
図
書
館
』
三
三
（
一
）
二
九
’
三
一

「
医
史
学
名
著
解
題
二
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
『
牛
痘
の
原
因
及

び
作
用
に
関
す
る
研
究
』
」
酒
井
シ
ヅ
『
医
学
図
書
館
』
三
三
（
二
）

九
七
’
九
八

「
Ｊ
・
ゞ
ヘ
レ
ン
ガ
リ
オ
・
ダ
・
カ
ル
ピ
『
人
体
解
剖
学
綱
要
』
」
酒
井
シ
ヅ

『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
一
）
四
’
六

「
ネ
メ
シ
ゥ
ス
『
人
間
の
本
性
に
つ
い
て
』
」
川
喜
田
愛
郎
『
科
学
医
学
資

料
研
究
』
（
一
四
一
）
七

「
・
ヘ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
の
黄
熱
病
流
行
報

告
』
」
川
喜
田
愛
郎
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
一
）
八

「
Ｍ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
、
Ｅ
・
Ｒ
・
ラ
ン
ケ
ス
タ
ー
編
『
ト
ー
マ
ス
・
ヘ
ン
リ

ー
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
科
学
論
文
集
』
（
一
八
九
八
’
一
九
○
三
）
」
木
村
陽

二
郎
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
二
）
一
’
三

「
ア
レ
ク
シ
ス
・
カ
レ
ル
（
ど
図
“
○
日
且
）
著
『
人
間
、
こ
の
未
知
な
る

も
の
』
（
旨
四
口
〕
号
。
ロ
ロ
百
名
○
国
一
九
三
五
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
を
読
ん

で
」
古
川
哲
雄
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
二
）
四
’
五

「
ド
ン
デ
ル
ス
『
屈
折
と
遠
近
調
節
の
異
常
』
」
石
田
純
郎
『
科
学
医
学
資
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料
研
究
』
（
一
四
二
）
六
’
八

「
ピ
ネ
ル
『
疾
病
記
述
論
』
（
一
八
○
七
、
一
八
一
八
）
」
梶
田
昭
『
科
学

医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
二
）
九
’
一
○

「
ビ
シ
ャ
『
諸
膜
論
』
」
梶
田
昭
訳
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
五
）

一
’
七
、
（
一
四
七
）
八
’
一
二

「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
『
人
体
生
理
学
ハ
ン
ド
ブ
ー
フ
』
と
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ホ
ー
ル
」
作
田
学
「
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
八
）
一
’
四

「
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ウ
ォ
ィ
ッ
著
『
医
薬
宝
函
』
」
矢
部
一
郎
『
科
学
医

学
資
料
研
究
』
（
一
四
八
）
二
’
一
二

「
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
の
『
生
理
光
学
提
要
』
に
つ
い
て
（
八
）
」
山
口
宙
平
『
科

学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
四
九
）
一
’
六

「
Ｋ
・
フ
ァ
イ
、
ハ
ー
著
『
疾
病
記
述
筐
川
喜
田
愛
郎
『
科
学
医
学
資
料
研

究
』
（
一
五
一
）
一
’
二

「
Ｈ
・
シ
ュ
ト
ル
ッ
ク
編
「
帝
国
衛
生
院
紀
要
』
第
一
、
二
巻
」
川
喜
田
愛

郎
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
五
一
）
二
’
四

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
尻
皇
堕
曾
‐
国
鳥
３
角
角
膜
論
」
古
川
哲
雄
『
神
経

内
科
』
二
四
（
一
）
八
二
’
八
五

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
ア
メ
リ
カ
神
経
学
の
最
初
の
教
科
書
Ｉ
毎
国
の
騨
爵
⑦

。
昌
昏
⑦
貝
“
８
“
駅
。
冒
胃
ｚ
ｇ
ぐ
。
こ
い
等
の
言
目
）
ご
葛
・
ン
．
国
騨
日
日
。
且

’
」
森
若
文
雄
、
田
代
邦
雄
『
神
経
内
科
』
二
四
（
三
）
三
○
四
’

三
○
五

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
↑
乏
巨
日
ご
●
亘
口
吻
百
号
○
日
①
ご
に
関
す
る
。
冨
号
酌

国
些
の
最
古
の
記
載
（
一
八
三
○
）
」
古
川
哲
雄
『
神
経
内
科
』
二
五

（
二
）
一
九
二
’
一
九
三

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
盟
呵
○
冨
号
唖
函
呈
著
《
↑
弓
言
国
四
目
》
》

（
一
八
五
二
）
」
古
川
哲
雄
『
神
経
内
科
』
一
一
五
（
三
）
三
○
三
’
三
○
六

「
『
異
本
病
草
紙
』
の
古
摸
本
」
宗
田
一
『
第
一
八
回
杏
雨
書
屋
特
別
展

示
会
』

「
長
崎
に
お
け
る
医
学
雑
誌
の
歴
史
と
現
状
」
池
田
高
良
『
長
崎
医
会
誌
』

六
一
（
一
）
一
’
三

「
原
著
を
探
る
恩
碕
ご
病
（
眼
球
突
出
性
甲
状
腺
腫
）
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
」

五
七
（
一
）
五
四

「
原
著
を
探
る
国
８
①
ａ
ｇ
・
唖
雷
号
日
四
（
狭
心
症
）
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』

五
七
（
二
）
三
六
○

「
原
著
を
探
る
打
診
法
の
最
初
の
論
文
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
七
（
三
）

四
九
八

「
原
著
を
探
る
⑦
房
“
○
邑
の
《
《
鳥
目
ａ
冨
臣
。
ご
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
七

（
四
）
七
三
四

「
原
著
を
探
る
○
○
国
蒟
○
目
病
（
大
動
脈
弁
不
全
症
と
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』

五
七
（
五
）
九
四
○

「
原
著
を
探
る
シ
司
廻
］
一
両
・
胃
員
の
。
旨
現
象
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
七

（
六
）
一
○
八
四

「
原
著
を
探
る
目
盲
目
既
野
鳥
目
筈
日
と
痛
風
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五

八
（
一
）
八
八

「
原
著
を
探
る
〆
名
昌
肉
腫
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
八
（
二
）
六
八

一
一
一

「
原
著
を
探
る
閃
⑦
胃
門
症
候
群
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
八
（
三
）
八

八
○
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「
原
著
を
探
る
恩
』
胃
の
四
徴
候
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
八
（
四
）

一
○
四
九

「
原
著
を
探
る
葛
罠
唖
（
糖
尿
病
）
」
酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
八
（
五
）

一
二
二
八

「
原
著
を
探
る
閃
皇
日
○
且
冨
２
筋
①
易
①
（
一
六
三
五
？
’
一
七
一
五
）
」

酒
井
シ
ヅ
『
内
科
』
五
八
（
六
）
一
三
六
八

「
最
古
の
医
学
全
書
『
医
心
方
』
（
上
）
（
下
）
」
杉
立
義
一
『
日
経
メ
デ
ィ

カ
ル
』
一
五
（
七
）
一
九
○
’
一
九
一
、
（
九
）
一
八
六
’
一
八
七

ヨ
小
品
方
』
序
説
現
存
し
た
古
巻
子
本
」
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
二
（
一
）
一
’
二
五

弓
医
心
方
』
引
用
文
献
名
索
引
」
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二

（
一
）
八
九
’
二
八
、
（
三
）
三
三
三
’
三
五
二

「
わ
が
国
の
『
脚
気
菌
』
研
究
の
系
譜
」
村
松
康
弘
、
丸
井
英
二
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
二
（
己
二
六
’
四
二

「
ケ
イ
ー
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
の
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
木
綿
工
業
で
働
く
労

働
階
級
の
道
徳
的
・
身
体
的
状
態
』
（
一
八
三
二
）
に
つ
い
て
‐
｜
遠
藤
幸

孝
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
六
一
’
一
六
三

「
五
十
嵐
ぶ
ん
水
編
の
民
間
産
科
指
導
書
『
安
産
仙
翁
邦
言
教
喰
』
に
つ
い

て
総
括
」
玉
手
英
典
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
六
六
’

一
六
七

「
”
①
白
目
①
胃
の
解
剖
書
と
そ
の
訳
書
に
つ
い
て
」
酒
井
シ
ヅ
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
七
九

ヨ
多
聞
院
日
記
』
に
現
れ
る
風
病
の
検
討
」
中
村
昭
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
二
（
二
）
一
八
四
’
一
八
六

弓
医
心
方
」
の
伝
写
（
Ⅵ
）
巻
二
十
二
に
つ
い
て
」
杉
立
義
一
「
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
一
一
（
二
）
一
九
○
’
一
九
二

「
『
医
心
方
』
に
お
け
る
口
腔
疾
患
の
分
類
と
文
献
引
用
に
つ
い
て
」
戸
出

一
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
九
三
’
一
九
五

「
『
小
品
方
』
の
処
方
に
つ
い
て
」
広
田
嘩
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二

（
二
）
一
九
五
’
一
九
七

「
書
籍
目
録
に
見
ら
れ
る
十
七
世
紀
後
半
の
流
通
医
書
」
平
馬
直
樹
『
日
本

医
史
学
雑
誌
」
三
二
（
二
）
一
九
七
’
一
九
九

「
内
務
省
術
生
局
雑
誌
の
内
容
」
谷
津
三
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二

（
二
）
一
二
三
’
二
一
四

「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
最
善
古
抄
本
判
明
し
た
巻
首

の
欠
字
」
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
三
四
’

一
一
一
二
一
ハ

ヨ
図
経
本
草
』
所
引
の
『
張
仲
景
医
書
』
に
つ
い
て
」
真
柳
誠
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
三
八
’
二
四
○

「
深
根
輔
仁
『
掌
中
要
方
』
に
つ
い
て
尊
経
閣
文
書
所
蔵
の
古
文
書
中
に
残

る
逸
文
」
石
原
武
、
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

二
四
六
’
二
四
八

弓
呉
氏
本
草
』
に
つ
い
て
」
三
井
駿
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
’
’
三
（
二
）

二
五
○
’
二
五
一

「
河
内
金
剛
寺
新
出
の
鎌
倉
時
代
書
写
『
医
心
方
』
巻
第
十
三
に
つ
い
て
」

東
野
治
之
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
三
）
二
五
九
’
二
六
七

「
流
布
本
『
大
同
類
聚
方
』
に
お
け
る
麻
疹
と
痘
瘡
」
中
村
昭
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
二
（
三
）
二
六
八
’
二
八
○
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ヨ
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
と
漢
方
」
寺
師
睦
宗
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
二

○
）
一
一
六

「
土
肥
慶
蔵
『
日
本
皮
膚
病
徽
毒
図
譜
』
に
就
て
」
長
門
谷
洋
治
『
日
本
医

事
新
報
』
（
三
二
四
九
）
九
七
’
九
八

「
『
傷
寒
証
治
準
縄
』
の
著
者
・
内
容
等
」
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
五
四
）
一
三
五

ヨ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ー
ト
レ
イ
・
ア
ン
グ
ル
の
著
作
物
の
書
誌
学
的
・
編
集

史
的
研
究
」
森
山
徳
長
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
こ

こ
五
’
二
六

「
レ
オ
・
カ
ン
ナ
ー
著
〃
歯
の
民
族
学
″
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
己
二
七
’
二
八

「
加
藤
譲
斎
と
『
医
療
手
引
草
』
が
目
黒
道
琢
『
餐
英
館
療
治
雑
話
』
に
与

え
た
影
響
に
つ
い
て
」
稲
木
一
元
、
杵
淵
彰
、
石
野
尚
吾
他
『
日
本
東

洋
医
誌
』
三
七
（
二
）
七
三
’
八
○

「
古
典
を
た
ず
ね
て
聾
巨
晶
①
‐
三
号
胃
症
候
群
（
そ
の
一
）
、
（
そ
の
二
）
」

竹
下
研
三
『
脳
と
発
達
』
一
八
（
一
）
七
六
’
七
八
、
（
二
）
一
四
九
’

一
五
○

「
土
肥
慶
蔵
と
『
日
本
皮
層
病
徽
毒
図
譜
』
」
長
門
谷
洋
治
『
皮
膚
病
診
療
』

八
（
二
）
一
○
八
八
’
一
○
九
三

扇
・
同
国
昔
吻
日
幽
）
詞
国
冒
凹
函
号
①
鼻
共
著
の
冒
冒
２
吋
目
留
弓
⑦
胃
百
ご
胃

ｌ
大
野
藩
の
蘭
言
翻
訳
活
用
の
一
考
察
ｌ
」
岩
治
勇
一
『
福
井
県
医
師
会

だ
よ
り
』
（
二
九
○
）
二
二
’
二
三

「
向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
』
に
つ
い
て
」
加
藤
豊
明
『
北
陸
医

史
』
七
（
己
一
四
’
二
六

「
医
療
の
歴
史
『
現
代
医
学
概
論
』
よ
り
」
高
橋
晄
正
『
薬
の
ひ
ろ
ぱ
』

（
八
七
）
五
三
’
六
八

「
青
木
昆
陽
の
『
阿
蘭
陀
文
字
大
通
辞
答
書
』
と
『
和
蘭
文
字
略
考
』
に
つ

い
て
成
立
年
代
を
僥
っ
て
」
吉
田
厚
子
『
洋
学
史
研
究
』
（
三
）
一
○
’

一
一
一
一
一

「
史
料
紹
介
『
海
内
蘭
学
諸
家
名
鑑
』
に
つ
い
て
」
片
桐
一
男
『
洋
学
史
研

究
』
（
三
）
二
四
’
三
五

「
史
料
紹
介
『
佐
賀
鍋
島
元
侯
爵
家
蘭
書
目
録
』
の
挿
入
史
料
」
片
桐
一
男

「
洋
学
史
研
究
』
（
三
）
三
六
’
三
九

「
史
料
紹
介
小
浜
藩
海
防
関
係
史
料
『
寛
政
度
芒
佐
藤
隆
一
『
洋
学
史

研
究
」
（
三
）
四
○
’
五
八

「
原
典
を
旙
く
『
巨
嵐
鼠
症
候
群
』
原
著
の
翻
訳
を
終
え
て
」
石
川
功

『
臨
床
外
科
』
四
一
（
五
）
六
一
九
’
六
二
二

「
原
典
を
播
く
冒
冨
§
症
候
群
」
石
川
功
『
臨
床
外
科
』
四
一
（
こ

六
一
’
六
三
、
（
二
）
二
二
三
’
二
二
五
、
（
四
）
四
四
九
’
四
五
二

小
児
科
学
史

「
育
児
の
今
昔
（
会
）
」
内
藤
寿
七
郎
『
小
児
内
科
』
一
八
（
一
二
）

二
○
六
九
’
二
○
七
五

「
歩
行
器
普
及
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
加
藤
翠
『
日
本
女
子
大
学
紀
要
家

政
学
部
』
（
三
三
）
一
’
九

神
経
学
史

「
シ
デ
ナ
ム
協
会
と
神
経
内
科
学
」
作
田
学
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』

（
一
四
三
）
七
’
二

「
深
部
腱
反
射
検
査
葛
・
詞
．
①
○
乏
①
風
と
い
言
．
昌
胃
胃
］
一
の
業
績
」
森
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若
文
雄
、
田
代
邦
雄
『
神
経
内
科
」
二
四
（
四
）
四
二
○
’
四
二
三

「
吉
村
善
作
博
士
と
○
首
＆
○
鼻
反
射
」
田
代
邦
雄
『
神
経
内
科
』
二
四

（
五
）
五
二
二
’
五
二
六

冒
勝
①
唱
の
Ｉ
Ｆ
尻
．
層
Ｎ
胃
２
．
の
業
績
」
森
若
文
雄
、
田
代
邦
雄
『
神
経

内
科
』
二
五
（
三
）
三
○
七
’
三
○
九

「
国
○
印
息
己
昌
反
射
ｌ
そ
の
原
典
と
ア
メ
リ
カ
神
経
学
の
貢
献
」
田
代
邦

雄
、
森
若
文
雄
『
神
経
内
科
』
二
五
（
四
）
四
一
二
’
四
一
四

「
国
。
目
９
症
候
群
１
画
ユ
ミ
幽
匙
静
斤
鼻
国
胃
①
と
望
鼠
言
昌
昌
津
呂
呈

の
業
績
」
森
若
文
雄
、
田
代
邦
雄
『
神
経
内
科
』
二
五
（
五
）
五
一
六

’
五
一
八

整
形
外
科
学
史

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
ｚ
弄
○
冒
旨
ぐ
胃
５
負
号
国
局
。
唱
電

（
一
八
一
○
’
一
八
八
一
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
」
’
二
（
一
）

八
四
’
八
七

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
国
⑦
員
邑
○
ｍ
⑦
喜
口
劇
画
昌
匡
天
児
民
和
『
臨
床

整
形
外
科
』
二
一
（
二
）
一
四
八
’
一
五
一

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
曽
冒
。
“
等
日
。
（
一
七
九
九
’
一
八
七
○
）
」

天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
一
（
三
）
二
八
四
’
二
八
七

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
三
七
）
§
ａ
旨
い
①
吾
巨
切
目
（
一
八
二
七

’
一
九
一
二
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
一
（
五
）
六
○
○
’

六
○
三

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
三
八
）
閃
○
房
目
ｏ
写
囲
い
胃
吋
（
一
七
五
○
’

一
八
三
一
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
一
（
六
）
六
九
八
’

七
○
一

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
シ
岸
ａ
伜
冨
目
（
一
八
六
八
’
一
九
三
一
）
」

天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
一
（
七
）
八
三
八
’
八
四
一

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
陸
圃
乏
旨
騨
日
冒
騨
。
①
名
ｇ
」
天
児
民
和
『
臨

床
整
形
外
科
』
二
一
（
八
）
九
三
○
’
九
三
三

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
卑
具
目
．
弓
胃
＆
○
句
展
。
罠
訂
扁
（
一
八
五
二

’
一
九
三
七
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
’
二
（
九
）
一
○
三
八

’
一
○
四
一

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
ロ
四
目
。
シ
憎
の
“
ｏ
ぞ
。
ａ
ｏ
言
。
国
旦
旨
哩
（
一
八

六
七
’
一
九
四
二
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
一
二
（
一
○
）

一
二
ハ
ニ
ー
ニ
六
五

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
］
・
宮
ご
回
国
尉
昌
●
匡
〕
少
巨
唱
異
く
。
屋
醇
目
閏
呂

（
一
八
二
三
’
一
九
○
八
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
｜

（
二
）
一
二
六
六
’
一
二
六
九

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
犀
昌
己
司
・
国
凹
易
普
胃
具
（
一
八
七
二
’

一
九
五
六
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
一
二
（
三
一
）
一
三
五
八

’
一
三
六
一

「
わ
が
国
に
お
け
る
骨
移
植
の
発
展
の
足
跡
」
真
角
昭
吾
『
臨
床
整
形
外

科
』
二
一
（
一
○
）
二
一
九
’
二
二
七

精
神
医
学
史

「
精
神
医
学
史
の
比
較
研
究
（
一
）
」
松
田
方
一
『
医
学
史
研
究
』
（
六
○
）

－
１
一
○

「
人
狐
辨
惑
談
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
六
）

一
’
一
七

「
精
神
鑑
定
史
資
料
「
東
京
医
事
新
誌
』
記
事
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
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科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
六
）
一
八

『
読
質
新
聞
』
記
事
人
類
最
大
暗
黒
界
痕
癩
病
院
（
そ
の
一
と
『
呉
秀

三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
六
）
三
五
’
四
○

「
日
本
精
神
病
医
協
会
の
こ
と
」
小
峯
和
茂
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科

医
療
史
資
料
通
信
』
（
七
）
六
一

「
『
実
験
霊
能
難
病
黒
焼
療
法
』
黒
焼
類
値
段
表
」
角
田
松
壽
『
呉
秀

三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
八
）
三
八

「
我
国
裁
判
医
学
の
起
源
及
発
達
」
安
藤
卓
爾
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神

科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
六
）
一
九
’
二
二

「
精
神
の
病
理
」
竹
内
楠
三
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通

信
』
（
六
）
二
三
’
三
四

「
精
神
衛
生
法
改
正
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）
昭
和
四
○
年
改
正
の
問
題
点
、

（
下
）
現
在
の
問
題
点
」
岡
田
靖
雄
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史

資
料
通
信
』
（
六
）
四
一
’
四
四

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
患
者
中
心
の
精
神
科
医
確
立
に
向
け
て
」

吉
岡
真
二
「
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
六
）

四
五
’
四
六

「
日
本
精
神
神
経
学
会
の
奮
起
と
結
集
を
願
う
」
吉
岡
真
二
『
呉
秀
三
先

生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
六
四
）
七
’
四
八

「
麻
痒
狂
ト
徽
毒
ト
ノ
関
係
」
榊
俶
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療

史
資
料
通
信
』
（
七
）
一
’
五

「
癩
狂
院
に
於
る
精
神
病
看
護
学
」
榊
保
三
郎
「
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神

科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
七
）
六
’
一
四

弓
相
馬
事
件
』
探
書
記
」
岡
田
靖
雄
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療

史
資
料
通
信
』
（
七
）
一
五
’
一
七

「
相
馬
家
紛
擾
之
顯
末
（
そ
の
一
）
」
錦
織
剛
清
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精

神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
七
）
一
八
’
二
四

「
相
馬
旧
臣
事
務
所
編
纂
『
晴
天
白
日
相
馬
実
伝
』
（
そ
の
一
）
」
『
呉
秀

三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
七
）
二
五
’
三
四

「
相
馬
騒
動
見
立
鏡
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
」

（
七
）
三
五
’
三
六

「
人
類
の
最
大
暗
黒
界
病
癩
病
院
（
そ
の
二
）
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神

科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
七
）
三
七
’
四
二

「
天
皇
制
と
精
神
疾
患
患
者
・
資
料
（
そ
の
一
）
『
昭
和
御
大
礼
衛
生
記
録
Ｅ

『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
七
）
四
三
’
五
八

「
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
関
係
年
表
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史

資
料
通
信
」
（
七
）
五
九
’
六
○

「
な
ぜ
精
神
衛
生
法
改
正
に
執
着
す
る
か
」
吉
岡
真
二
『
呉
秀
三
先
生
記

念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
七
）
六
一
’
六
二

「
相
馬
事
件
関
係
（
完
結
）
錦
織
剛
清
『
相
馬
家
紛
擾
之
顛
末
』
」
相
馬
旧
臣

事
務
所
編
纂
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
八
）

八
’
一
二

「
相
馬
事
件
関
係
『
先
天
白
日
相
馬
実
伝
』
」
相
馬
旧
臣
事
務
所
編
纂
『
呉

秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
八
）
一
三
’
二
○

弓
癩
狂
院
に
於
る
精
神
病
看
護
学
』
（
そ
の
二
）
」
榊
保
三
郎
『
呉
秀
三
先

生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
八
）
二
一
’
二
八

「
人
類
の
最
大
暗
黒
界
病
癩
病
院
（
そ
の
三
）
戸
山
病
院
」
『
呉
秀
三
先
生

記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
八
）
二
九
’
三
三
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「
天
皇
制
と
精
神
疾
患
患
者
・
資
料
（
そ
の
二
）
『
大
称
記
録
』
（
そ
の
一
）
」

警
視
庁
総
監
官
房
文
書
課
記
録
係
編
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療

史
資
料
通
信
』
（
八
）
三
四
’
三
七

「
呉
秀
三
先
生
に
ま
な
ぶ
も
の
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
の
こ
と
、
ほ
か
」

岡
田
靖
雄
『
広
島
医
学
』
・
三
九
（
七
）
九
六
五
’
九
七
一

「
『
相
馬
事
件
』
探
書
記
」
岡
田
靖
雄
『
図
書
』
（
四
四
一
）
二
○
’
二
五

「
日
本
の
精
神
科
医
療
の
歴
史
と
課
題
」
岡
田
靖
雄
「
藤
代
健
生
病
院
一
○

周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
編
』

「
呉
秀
三
先
生
に
ま
な
ぶ
も
の
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
の
こ
と
、
ほ
か
」

岡
田
靖
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
四
五
’
一
五
三

「
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス
ト
の
起
源
と
ス
イ
ス
精
神
医
学
史
」
小
俣
和
一

郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
一
（
二
）
一
八
六
’
一
八
八

「
胃
の
宮
口
号
。
房
・
シ
。
①
９
画
口
且
聾
昌
ｎ
日
目
‐
曾
騨
言
。
’
の
言
鴨
輌
隅
。
三
‐

ｏ
言
胃
胃
少
名
⑥
青
。
：
』
．
巨
烏
ロ
ｇ
ｏ
胃
ｌ
」
閏
国
営
○
国
シ
ｍ
国
胃
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
三
）
三
八
四
’
三
七
八

「
精
神
病
老
慈
善
救
治
会
の
こ
と
呉
秀
三
先
生
伝
記
補
遺
（
そ
の
一
）
」
岡

田
靖
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
一
（
四
）
三
八
五
’
四
二
二

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
六
回
富
山
県
」
高
柳
功
『
臨
床
精
神
医

学
』
一
五
（
一
）
二
九
’
一
二
四

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
七
回
石
川
県
」
松
原
太
郎
『
臨
床
精
神
医

学
』
一
五
（
二
）
二
五
五
’
二
六
三

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
八
回
静
岡
県
」
田
原
幸
男
『
臨
床
精
神
医

学
』
一
五
（
三
）
四
○
七
’
四
二

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
九
回
大
阪
府
」
長
坂
五
朗
『
臨
床
精
神
医

学
』
一
五
（
四
）
五
四
一
’
五
四
八

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
一
○
回
島
根
県
」
杉
原
寛
一
郎
『
臨
床
精

神
医
学
』
一
五
（
五
）
六
八
九
’
六
九
六

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
二
回
広
島
県
」
浅
田
成
也
『
臨
床
精
神

医
学
』
一
五
（
八
）
一
四
一
九
’
一
四
二
四

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
一
二
回
宮
崎
県
」
高
宮
澄
男
『
臨
床
精
神

医
学
』
一
五
（
一
こ
一
八
五
五
’
一
八
六
一

「
日
本
精
神
医
学
風
土
記
第
一
三
回
熊
本
県
」
平
田
宗
男
『
臨
床
精
神

医
学
』
一
五
（
一
二
）
二
○
二
’
二
○
一
四

生
物
学
史

「
細
胞
学
の
発
達
史
」
牧
野
佐
二
郎
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
五
八
）

六
四
’
六
五

地
方
史

「
京
の
医
療
史
跡
探
訪
北
地
区
一
’
三
」
杉
立
義
一
『
京
都
保
険
医
新
聞
』

（
一
四
九
五
’
一
四
九
七
）
四

「
京
の
医
療
史
跡
探
訪
中
京
東
部
地
区
一
’
三
」
杉
立
義
一
『
京
都
保
険

医
新
聞
』
（
一
五
○
九
’
一
五
二
）
四

「
京
の
医
療
史
跡
探
訪
上
東
地
区
一
’
四
」
杉
立
義
一
『
京
都
保
険
医
新

聞
』
（
一
四
九
八
）
四
、
（
一
五
○
○
）
八
、
（
一
五
○
二
）
四
、

（
一
五
○
四
）
四

「
京
の
医
療
史
跡
探
訪
西
陣
地
区
一
’
三
」
杉
立
義
一
『
京
都
保
険
医
新

聞
』
（
一
五
○
五
、
一
五
○
六
、
一
五
○
八
）
四
，

「
京
の
医
療
史
跡
探
訪
中
京
西
部
地
区
一
’
四
」
杉
立
義
一
『
京
都
保
険

医
新
聞
』
（
一
五
一
三
、
一
五
一
四
、
一
五
一
五
、
一
五
一
七
）
四
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「
京
の
医
療
史
跡
探
訪
下
京
東
部
地
区
こ
杉
立
義
一
『
京
都
保
険
医
新

聞
』
（
一
五
一
八
）
四

「
京
の
医
療
史
跡
探
訪
下
京
西
部
地
区
一
’
二
」
杉
立
義
一
「
京
都
保
険

医
新
聞
』
（
一
五
一
九
）
四
、
（
一
五
二
一
）
六

「
郷
土
医
史
明
治
の
鹿
児
島
医
学
史
（
そ
の
八
）
、
（
そ
の
九
）
」
森
重
孝

『
鹿
児
島
市
医
報
』
二
五
（
五
）
三
二
’
三
五
、
（
六
）
三
八
’
四
○

「
地
方
で
順
天
堂
史
を
探
究
す
る
」
松
本
治
朗
「
順
天
堂
医
学
』
三
二
（
三
）

三
八
二
’
三
八
四

治
療
史

「
癌
放
射
線
治
療
の
思
い
出
」
山
下
久
雄
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』
八

（
二
）
一
’
四

「
古
代
医
療
と
そ
の
思
想
的
背
景
（
そ
の
二
）
」
竹
中
普
久
『
い
ず
承
』

三
三
（
四
）
八
’
九

「
わ
が
国
に
お
け
る
高
気
圧
酸
素
治
療
の
回
復
と
展
望
」
榊
原
欣
作
「
日
本

高
気
圧
環
境
医
学
会
雑
誌
』
二
一
（
一
）
二
一
’
四
○

伝
記

「
○
犀
丘
團
旬
①
“
§
」
佐
野
圭
司
『
Ｑ
旨
ｚ
⑥
自
○
ｍ
。
］
』
四
（
一
○
）

一
一
七
九

「
呉
秀
三
」
金
子
嗣
郎
『
Ｑ
言
ｚ
２
嵩
○
画
。
』
』
四
（
一
己
一
三
○
一

「
Ｆ
８
冒
匡
シ
巨
⑦
門
冒
号
」
中
山
沃
『
○
旨
ｚ
①
胃
○
ぃ
Ｑ
』
四
（
一
二
）

一
四
一
七

「
漢
方
医
学
の
歴
史
的
変
遷
津
田
玄
仙
」
安
井
広
迪
『
〆
四
目
ｇ
』
四

（
二
）
六
四
’
七
○

「
漢
方
医
学
の
歴
史
的
変
遷
（
一
七
）
山
田
業
広
」
安
井
広
迪
『
尻
脚
冒
冒
』

四
（
五
）
二
二
八
’
二
三
五

「
・
へ
ス
ト
菌
の
発
見
と
北
里
柴
三
郎
」
竹
田
美
文
「
巨
巳
弓
号
匡
昌
己

一
九
（
二
四
）
二
二

「
野
口
英
世
と
オ
ロ
ャ
熱
病
原
体
」
竹
田
美
文
『
員
８
国
号
匡
呂
旦
一
九

（
三
三
）
二
四

「
森
鴎
外
と
ド
イ
ツ
（
一
）
、
（
二
）
、
（
三
）
」
藤
井
啓
行
『
ｚ
２
句
目
胃
日
こ

一
○
（
八
）
六
’
二
、
（
九
）
六
’
二
、
（
一
○
）
七
’
二

「
掛
川
宿
医
戸
塚
隆
伯
の
こ
と
ど
も
」
舟
木
茂
夫
『
い
わ
ち
ど
り
』
（
一
四
）

一
○
七
’
一
二
八

「
武
見
太
郎
の
足
跡
（
第
三
回
）
武
見
太
郎
と
日
本
医
療
」
小
池
昇
、
水

野
肇
『
か
ら
だ
の
科
学
』
（
一
二
九
）
二
二
’
三
二

「
武
見
太
郎
の
足
跡
（
第
五
回
）
武
見
太
郎
と
医
療
費
問
題
」
松
浦
十
四
郎
、

水
野
肇
『
か
ら
だ
の
科
学
』
（
一
三
一
）
一
四
’
二
三

「
名
医
列
伝
多
く
の
俊
才
を
育
て
た
蘭
学
者
緒
方
洪
庵
」
蔵
方
宏
昌
『
ば

ん
ぶ
う
』
（
五
五
）
一
八
四
’
一
八
五

「
名
医
列
伝
市
井
の
名
医
に
徹
し
た
解
剖
の
名
手
小
石
元
俊
」
蔵
方
宏

昌
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
五
六
）
一
九
八
’
一
九
九

「
名
医
列
伝
数
学
の
名
著
を
書
い
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
名
医
カ
ル
ダ
ノ
」

蔵
方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
五
七
）
一
八
六
’
一
八
七

「
名
医
列
伝
日
本
で
初
め
て
の
帝
王
切
開
術
を
実
施
伊
古
田
純
道
」
蔵

方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
」
（
五
八
）
一
八
四
’
一
八
五

「
名
医
列
伝
西
欧
化
学
を
導
入
し
実
施
し
た
蘭
方
医
川
本
幸
民
」
蔵
方

宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
」
（
五
九
）
一
八
四
’
一
八
五

「
名
医
列
伝
理
想
を
掲
げ
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
を
推
進
相
良
知
安
」
蔵
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方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
六
○
）
一
八
六
’
一
八
七

「
名
医
列
伝
国
学
を
大
成
し
た
小
児
科
医
本
居
宣
長
」
蔵
方
宏
昌
『
ば

ん
ぶ
う
』
（
六
一
）
一
九
四
’
一
九
五

「
名
医
列
伝
分
析
心
理
学
の
確
立
者
ユ
ン
グ
」
蔵
方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
』

（
六
二
）
二
○
六
’
二
○
七

「
名
医
列
伝
わ
が
国
古
医
方
の
開
祖
永
田
徳
本
」
蔵
方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ

う
』
（
六
三
）
一
九
六
’
一
九
七

「
名
医
列
伝
古
医
道
研
究
の
大
成
者
権
田
直
助
」
蔵
方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ

う
』
（
六
四
）
二
○
○
’
二
○
一

「
名
医
列
伝
近
代
植
物
学
の
基
礎
を
作
っ
た
蘭
方
医
伊
藤
圭
介
」
蔵
方

宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
六
五
）
一
六
○
’
一
六
一

「
名
医
列
伝
北
海
道
開
拓
に
命
を
燃
や
し
た
蘭
方
医
関
寛
斎
」
蔵
方
宏

昌
「
ば
ん
ぶ
う
』
（
六
六
）
一
六
八
’
一
六
九

「
キ
ド
・
ホ
ル
ッ
ク
ネ
ヒ
ト
教
授
の
一
生
」
滋
賀
達
雄
『
サ
ク
ラ
ｘ
レ
イ
写

研
』
三
七
（
五
）
三
一
’
三
七

「
臨
床
医
と
し
て
安
藤
昌
益
を
読
む
」
友
吉
唯
夫
『
安
藤
昌
益
全
集
月
報

医
学
関
係
資
料
』
（
一
五
）
一
’
六

「
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
法
の
発
見
奮
闘
努
力
の
人
北
里
柴
三
郎
」
添

川
正
夫
『
医
の
道
」
二
（
一
）
二
’
七

「
大
流
行
の
さ
な
か
赤
痢
菌
を
発
見
し
た
志
賀
潔
日
本
と
ド
イ
ツ
で
師
に

恵
ま
れ
た
細
菌
学
者
」
『
医
の
道
』
二
（
二
）
六
八
’
七
二

「
国
の
胃
昼
巨
①
烏
閃
Ｃ
ａ
盲
ｌ
ロ
日
脚
と
そ
の
業
績
Ｉ
固
鼻
⑦
景
旨
の
誕
生

（
一
）
ｌ
」
桑
田
次
男
『
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
』
一
三
七
（
二
）
二
三
’

一
一
一
一
ハ

「
御
雇
外
科
教
師
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ル
ッ
ェ
（
二
）
」
小
関
恒
雄
他

『
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
』
一
三
七
（
七
）
五
五
二
’
五
五
五

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
上
中
敬
三
」
中
山
沃
『
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
』
一
四
○

（
一
）
一
一
一
一

「
薬
学
者
Ｊ
・
Ｅ
エ
イ
キ
マ
ン
の
東
京
に
お
け
る
業
績
に
つ
い
て
」
安
江
政

一
『
医
学
史
研
究
』
（
六
○
）
一
七
’
二
五

「
後
藤
新
平
研
究
（
五
）
」
小
野
寺
伸
夫
『
医
学
史
研
究
』
（
六
○
）
三
二

’
三
六

「
加
賀
谷
凡
秋
と
第
十
四
回
医
科
大
学
附
属
図
書
館
協
議
会
」
堀
江
幸
司

『
医
学
図
書
館
』
三
三
（
こ
八
○
’
八
三

「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
牛
痘
の
原
因
お
よ
び
作
用
に
関
す
る
研
究
」

酒
井
シ
ヅ
『
医
学
図
書
館
』
三
三
（
二
）
九
七
’
九
八

「
〃
隠
れ
た
巨
匠
〃
菅
冒
乏
８
匡
幽
且
」
鈴
木
浩
二
『
家
族
療
研
」
三
（
一
）

八
一
’
八
四

「
日
本
の
帝
王
切
開
術
伊
古
田
純
道
没
後
百
年
」
蔵
方
宏
昌
『
科
学
医
学

資
料
研
究
』
（
一
四
六
）
一
’
七

「
暉
峻
義
等
と
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
己
③
旨
。
日
９
農
ど
三
浦
豊
彦
『
科
学
医

学
資
料
研
究
」
（
一
五
○
）
一
’
七

冒
侭
。
］
と
ル
ゴ
ー
ル
液
」
三
浦
徹
蔵
『
感
染
・
炎
症
・
免
疫
』
一
六
（
三
）

一
八
八
’
一
九
二

「
漢
方
史
景
最
初
の
帝
王
切
開
と
薬
方
伊
古
田
純
道
没
後
一
○
○
年
」

蔵
方
宏
昌
『
漢
方
診
療
』
五
（
二
）
二
一
’
一
三

「
漢
方
史
景
名
医
・
華
だ
の
医
療
（
上
・
中
・
下
）
」
蔵
方
宏
昌
『
漢
方

診
療
』
五
（
四
）
三
四
’
三
五
、
（
五
）
六
四
’
六
五
、
（
六
）
四
四
Ｉ
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四
五

「
山
田
重
正
先
生
追
悼
特
集
」
『
啓
迪
』
（
四
）
一
’
一
二

「
錦
小
路
頼
徳
と
防
長
」
田
中
助
一
『
啓
迪
』
（
四
）
一
三
’
一
八

「
津
島
如
蘭
の
墓
碑
と
『
津
島
家
譜
」
に
つ
い
て
」
末
中
哲
夫
、
遠
藤
正
治

『
啓
迪
』
（
四
）
一
九
’
二
四

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
血
液
学
の
父
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
」

酒
井
シ
ヅ
『
検
査
と
技
術
』
一
四
（
一
）
一
六

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
脳
脊
髄
液
の
威
儀
を
認
め
た
ド
メ
’
一
コ
・
コ

ト
ゥ
ー
ニ
ョ
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
」
一
四
（
二
）
一
三
四

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
簡
単
な
手
技
で
脊
髄
腔
内
の
通
過
障
害
を
見
い

だ
し
た
ハ
ン
ス
・
ク
ェ
ッ
ヶ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
」
深
瀬
泰
且
『
検
査
と
技

術
』
一
四
（
三
）
二
一
○

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
石
原
式
視
力
表
・
色
盲
表
の
考
案
者
石
原
忍
」

酒
井
シ
ヅ
『
検
査
と
技
術
』
一
四
（
四
）
三
○
四

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
髄
液
の
グ
ロ
ブ
リ
ン
反
応
を
考
案
し
た
マ
ッ

ク
ス
・
ノ
ン
ネ
」
深
瀬
泰
且
『
検
査
と
技
術
』
一
四
（
六
）
六
六
二

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
注
入
実
験
に
よ
っ
て
脳
脊
髄
液
の
流
れ
を
見
い

だ
し
た
グ
ス
タ
フ
・
マ
グ
ヌ
ス
・
レ
テ
ィ
ウ
ス
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と

技
術
』
一
四
（
七
）
七
五
四

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
人
脳
用
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
を
完
成
さ
せ
た
、
ヘ
ル

ナ
ー
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
グ
ッ
デ
ン
」
酒
井
シ
ヅ
『
検
査
と
技
術
』
一
四

（
八
）
八
五
六

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
鍍
銀
染
色
法
の
創
始
者
マ
ッ
ク
ス
・
ビ
ル
シ

ョ
ウ
ス
キ
ー
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
四
（
九
）
九
六
○

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
メ
チ
レ
ン
ブ
ル
ー
染
色
法
を
創
め
た
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
・
レ
フ
レ
ル
」
深
瀬
泰
且
『
検
査
と
技
術
』
一
四
（
一
○
）

一
○
五
○

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
細
胞
診
の
父
ジ
ョ
ー
ジ
・
’
一
コ
ラ
ス
・
パ
パ

｜
ヨ
ロ
ウ
」
酒
井
シ
ヅ
『
検
査
と
技
術
』
一
四
（
一
己
二
四
四

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
反
射
の
基
礎
と
な
る
シ
ナ
ッ
プ
ス
を
提
言
し
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ェ
リ
ン
ト
ン
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
」
一
四

（
一
二
）
一
二
四
○

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
を
改
良
し
て
連
続
切
片
を
作
っ

た
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヒ
ス
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
四

（
一
三
）
一
三
七
二

「
Ｇ
・
ロ
リ
ー
ガ
の
『
’
一
エ
ー
マ
チ
ッ
ク
ハ
ン
マ
ー
』
の
論
文
」
上
畑
鉄
之

丞
他
『
産
業
医
』
二
八
（
六
）
四
八
二
’
四
八
三

「
若
き
日
の
野
口
英
世
博
士
と
順
天
堂
」
渡
辺
得
次
郎
『
順
天
堂
医
学
』

三
二
（
二
）
二
二
四
’
二
二
六

「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
板
垣
退
助
の
診
断
書
」
菅
野
弘
夫
『
順

天
堂
医
学
』
三
二
（
二
）
二
三
○
’
二
三
一

「
胃
．
Ｆ
四
乏
吋
目
ｏ
①
。
、
旨
ｎ
国
①
口
暑
》
冑
．
の
死
を
悼
む
」
川
村
純
一
郎
『
精

神
内
科
』
二
四
（
六
）
六
一
五
’
六
一
七

「
橋
本
綱
常
（
一
八
四
五
’
一
九
○
九
）
と
仮
性
肥
大
型
進
行
性
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
症
」
作
田
学
『
神
経
内
科
』
二
五
（
六
）
六
一
六
’
六
一
九

「
閃
且
。
帛
呼
言
目
胃
冒
①
ご
篠
原
兵
庫
『
生
化
学
』
五
八
（
一
二
）

一
四
四
九
’
一
四
七
○

「
オ
ス
ラ
ー
の
遣
し
た
言
葉
と
心
の
業
績
」
日
野
原
重
明
『
全
国
自
治
体
病
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協
誌
』
（
二
一
五
）
七
’
六
．

「
歯
科
医
史
前
夜
の
手
稿
故
都
築
輝
生
先
生
」
杉
本
茂
春
『
大
阪
歯
医
師

会
誌
』
（
四
三
六
）
五
○
’
五
二

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
六
）
国
胃
ご
聾
旬
の
号
。
鳥
」
森

井
浩
世
『
中
外
医
薬
』
三
九
（
七
）
四
四
七
’
四
五
○

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
七
）
冒
鱒
鳥
詞
。
耳
目
国
“
旨
い
胃

（
一
九
四
二
ｌ
）
」
土
光
茂
治
『
中
外
医
薬
』
三
九
（
八
）
五
二
二
’

五
二
六

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
を
（
八
）
旨
冒
乏
の
匙
曼
里
庸

（
一
九
四
七
ｌ
）
」
土
光
茂
治
『
中
外
医
薬
』
三
九
（
九
）
五
九
八
ｊ
、
六
○
二

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
九
）
細
谷
憲
政
（
一
九
二
五
ｌ
）
」

森
内
幸
子
『
中
外
医
薬
」
三
九
（
一
○
）
六
七
五
’
六
七
八

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
一
○
）
閃
号
①
昇
国
胃
○
丘
言
厨
‐

、
①
『
日
ロ
ロ
（
一
九
二
六
Ｉ
）
」
志
村
二
三
夫
『
中
外
医
薬
』
三
九
（
二
・

一
二
）
七
四
八
’
七
五
二

「
桜
所
・
石
川
良
信
先
生
の
業
績
」
首
藤
友
彦
『
東
北
公
衛
会
三
五
回
講

集
』
四
一

「
僻
地
に
生
涯
を
献
げ
た
ド
・
ロ
神
父
の
信
念
」
田
中
用
次
郎
『
日
経
メ
デ

ィ
カ
ル
』
一
五
（
二
）
二
○
六
’
二
○
七

「
女
医
ｌ
男
尊
女
卑
の
中
、
生
れ
生
ず
る
苦
し
承
」
鈴
木
侃
『
日
経
メ
デ

ィ
カ
ル
』
’
五
（
六
）
二
○
二
’
二
○
三

「
〃
秋
・
冬
の
時
代
″
の
荻
野
吟
子
」
鈴
木
侃
『
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』

’
五
（
一
三
）
二
四
二
’
二
四
三

「
木
曾
の
眼
科
医
に
徹
し
て
二
○
○
年
」
野
中
杏
一
郎
『
日
経
メ
デ
ィ
カ

ル
』
一
五
（
一
四
）
二
○
二
’
二
○
三

「
呉
秀
三
先
生
に
ま
な
ぶ
も
の
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
の
こ
と
、
ほ
か
」

岡
田
靖
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
四
五
’
一
五
三

「
富
士
川
勝
と
広
島
」
富
士
川
英
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

一
五
四
’
一
五
七

「
イ
タ
リ
ア
、
パ
ビ
ア
大
学
の
解
剖
医
た
ち
（
ス
カ
ル
パ
、
コ
ル
チ
、
ゴ
ル

ジ
）
」
原
田
康
夫
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
五
八
’
一
六
○

「
伊
藤
鳳
山
の
医
説
を
め
ぐ
っ
て
」
荒
木
ひ
ろ
し
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
二
（
二
）
一
六
三
’
一
六
五

「
富
士
川
溝
博
士
の
思
い
出
」
田
中
助
一
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

一
六
七
’
一
六
九

「
Ｅ
・
・
ヘ
ル
ツ
の
病
理
学
総
論
講
義
に
つ
い
て
」
安
井
広
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
七
六
’
一
七
八

「
医
師
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
の
経
歴
」
泉
彪
之
助
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
二
（
二
）
一
八
二
’
一
八
四

「
ビ
ダ
ー
ル
（
吻
多
児
．
］
３
昌
思
昌
房
丘
○
月
く
ぼ
巴
一
八
三
○
’

一
八
九
六
）
の
生
涯
と
業
績
」
蒲
原
宏
、
清
水
陽
人
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
二
（
二
）
一
八
八
’
一
九
○

「
扁
鵲
の
画
像
に
つ
い
て
」
石
田
秀
実
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

二
二
九
’
二
三
一

「
扁
鵲
そ
の
二
」
家
本
誠
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

二
三
一
’
二
三
三

「
河
内
金
剛
寺
新
出
の
鎌
倉
時
代
書
写
『
医
心
方
』
巻
第
十
三
に
つ
い
て
」

東
野
治
之
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
三
）
二
五
九
’
二
六
七
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「
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
の
こ
と
呉
秀
三
先
生
伝
記
補
遺
（
そ
の
一
）
」
岡

田
靖
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
四
）
三
八
五
’
四
二
二

「
池
田
謙
斎
伝
補
遺
」
長
門
谷
洋
治
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
一
）

五
○
’
六
七
、
（
二
）
一
七
五
’
一
七
六

「
女
医
第
二
号
生
沢
ク
ノ
」
長
門
谷
洋
治
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
一
三
○
）

一
一
一
ハ

「
続
・
江
口
襄
軍
医
に
つ
い
て
」
新
実
藤
昭
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
三
三
）
六
二
’
六
三

「
赤
穂
義
士
伝
外
史
（
二
）
ｌ
そ
の
医
学
史
的
散
策
」
木
下
勤
『
日
本
医

事
新
報
』
（
三
二
三
六
）
六
二
’
六
四

「
治
癩
剤
『
大
風
子
油
』
と
十
九
世
瑞
碩
岡
村
平
兵
衛
」
佐
久
間
温
巳
『
日

本
医
事
新
報
』
（
三
二
三
九
）
五
九
’
六
一

「
知
ら
れ
ざ
る
医
師
ア
ン
ト
ン
・
・
ハ
ウ
ロ
ウ
ィ
ッ
チ
・
チ
ェ
ホ
フ
」
ｗ
・

Ｐ
・
フ
ロ
コ
ー
ル
、
羽
生
順
訳
、
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
四
一
）

五
九
’
六
二

「
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
と
そ
の
著
書
『
医
戒
Ｅ
蔵
方
宏
昌
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
四
一
）
一
三
六

「
明
治
期
御
雇
医
師
夫
妻
の
生
活
（
一
九
）
Ｉ
（
二
六
）
ド
ク
ト
ル
・
シ
ュ
ル

ッ
ェ
夫
人
の
手
紙
」
ト
ス
カ
・
ヘ
ゼ
キ
ー
ル
編
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
二
三
）
七
○
’
七
三
、
（
三
二
二
四
）
七
○
’
七
三
、
（
三
二
二
七
）

六
六
’
六
九
、
（
三
二
二
八
）
六
二
’
六
五
、
（
三
二
二
九
）
七
○
’
七
四
、

（
三
二
三
四
）
六
四
’
六
七
、
（
三
二
三
五
）
六
六
’
七
○
、
（
三
二
六
二
）

六
四
’
六
八

「
文
部
省
派
遣
東
京
大
学
初
の
医
学
留
学
生
新
藤
二
郎
の
場
合
」
新
実

藤
昭
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
四
六
）
五
九
’
六
三

「
ア
ナ
Ｚ
フ
ク
ト
イ
ド
紫
斑
病
と
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
」
石
田
純
郎
『
日

本
医
事
新
報
」
（
三
二
五
○
）
五
七
’
五
九

「
解
剖
学
者
ノ
ッ
ク
ス
と
曇
ハ
ー
ク
殺
人
事
件
」
関
根
正
雄
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
五
三
）
六
四
’
六
七

「
あ
る
青
森
県
人
医
師
の
生
涯
」
品
川
信
良
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
五
七
）
五
九
’
六
二

「
前
野
良
沢
と
『
解
体
新
書
Ｅ
酒
井
恒
『
日
本
医
事
新
報
」

（
三
二
六
七
）
五
九
’
六
一

「
三
鷹
時
代
に
お
け
る
太
宰
治
の
使
用
薬
剤
（
上
）
」
山
本
貴
夫
、
浅
田
高
明

『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
六
八
）
五
九
’
六
一

「
オ
ス
ラ
ー
の
習
慣
論
の
ル
ー
ツ
」
日
野
原
重
明
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
六
九
）
五
九
’
六
三

「
斎
藤
茂
吉
と
歯
」
島
野
達
也
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）

一
一
一
一

「
野
口
英
世
と
切
手
（
第
一
報
）
」
谷
津
三
雄
、
渋
谷
鉱
、
吉
村
宅
弘
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
三
二
’
三
五

「
野
口
英
世
と
切
手
（
第
二
報
）
」
谷
津
三
雄
、
江
川
裕
之
、
落
合
俊
輔
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
一
）
三
六
’
三
九

「
ド
ク
ト
ル
渡
辺
鼎
に
つ
い
て
」
谷
津
三
雄
、
坂
本
嘉
久
、
吉
田
直
人
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
’
三
（
一
）
四
四
’
四
六

「
清
水
藤
太
郎
博
士
生
誕
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
清
水
先
生
の
人
物

像
と
業
績
」
吉
井
千
代
田
『
日
本
薬
史
学
会
』
’
二
（
一
）
一
’
四

「
清
水
藤
太
郎
博
士
生
誕
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
漢
方
と
漢
薬
と
清
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水
先
生
」
伊
藤
和
洋
『
日
本
薬
史
学
会
』
一
二
（
己
五
’
八

「
清
水
藤
太
郎
博
士
生
誕
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
調
剤
学
と
清
水
藤

太
郎
先
生
」
堀
岡
正
義
、
金
枝
正
巳
『
日
本
薬
史
学
会
』
一
二
（
一
）

九
’
一
五

「
清
水
藤
太
郎
博
士
生
誕
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
薬
局
方
と
清

水
先
生
」
江
本
龍
雄
『
日
本
薬
史
学
会
』
一
二
（
二
一
六
’
一
八

「
清
水
藤
太
郎
博
士
生
誕
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
く
す
り
博
物
館
と

清
水
藤
太
郎
先
生
」
青
木
允
夫
『
日
本
薬
史
学
会
』
二
一
（
一
）

一
九
’
二
○

「
詞
○
胃
貝
悶
○
島
の
日
本
へ
の
影
響
（
ご
」
藤
野
恒
三
郎
『
微
生
物
』

二
（
三
）
九
四
’
一
○
二

「
感
染
症
病
原
論
の
歴
史
的
展
望
（
八
・
九
）
閃
。
胃
凰
尻
。
３
の
日
本
へ

の
影
響
（
三
・
四
）
」
藤
野
恒
三
郎
『
微
生
物
』
二
（
五
）
五
八
二
’

五
九
○
、
（
六
）
六
九
一
’
六
九
八

「
九
州
の
漢
方
医
列
伝
亀
井
南
冥
先
生
（
一
）
、
（
二
）
、
（
三
）
」
権
藤
嘉
治

『
福
岡
医
師
漢
方
研
会
報
」
七
（
三
）
三
一
’
三
三
、
（
四
）
二
一
’

一
六
、
（
五
）
六
’
九

「
郷
土
の
先
哲
医
家
久
米
升
顕
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研
会
報
』

七
（
九
）
二
’
一
二

「
郷
土
の
先
哲
医
家
原
三
信
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研
会
報
」
七

（
一
○
）
一
三

「
郷
土
の
先
哲
医
家
貝
原
益
軒
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研
会
報
』

七
（
一
こ
一
九

「
陸
軍
軍
医
中
将
芳
賀
栄
次
郎
博
士
に
関
す
る
研
究
（
第
一
’
三
報
）
」
片

岡
義
雄
『
防
衛
衛
生
』
三
三
（
一
○
）
五
○
一
’
五
○
六
、
（
二
）

五
五
三
’
五
五
七
、
（
一
二
）
五
八
五
’
五
九
○

「
平
安
時
代
の
医
家
和
気
氏
に
つ
い
て
」
高
瀬
重
雄
『
北
陸
医
史
』
七
（
一
）

三
’
八

「
楢
林
健
三
郎
の
墨
蹟
と
翻
訳
書
」
正
橋
剛
二
、
松
田
健
史
『
北
陸
医
史
』

七
（
一
）
九
’
一
○

「
館
玄
龍
の
脇
差
し
及
び
玄
龍
の
事
な
ど
」
館
秀
夫
『
北
陸
医
史
』
七

（
一
）
一
一
’
一
三

「
福
井
藩
医
半
井
南
陽
先
生
漢
詩
」
岩
治
勇
一
『
北
陸
医
史
』
七
（
一
）

二
七

「
ホ
ル
テ
ル
マ
ン
の
愛
児
の
墓
に
お
け
る
の
コ
メ
ン
ト
」
石
田
純
郎
『
北
陸

医
史
』
七
（
一
）
六
○
’
六
一

「
埋
も
れ
て
い
た
近
江
の
医
聖
北
村
宗
龍
」
大
谷
雅
彦
編
著
『
野
洲
町
史

編
さ
ん
室
』

「
阿
蘭
陀
通
詞
小
川
悦
之
進
」
片
桐
一
男
『
洋
学
史
研
究
』
（
三
）
一
’
九

「
臨
床
ゥ
イ
ル
ス
学
の
先
駆
者
弘
好
文
先
生
」
中
尾
亨
『
臨
小
児
医
』

三
四
（
一
）
三
’
六

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
大
森
治
豊
先
生
を
偲
び
て
」
天
児
民
和
『
臨

床
と
研
究
』
六
三
（
こ
赤
．
ヘ
ー
ジ
ー
’
二

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
武
谷
廣
先
生
の
思
い
出
」
赤
染
種
章
『
臨
床

と
研
究
』
六
三
（
二
）
赤
．
ヘ
ー
ジ
三
’
四

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
宮
入
慶
之
助
先
生
」
宮
崎
一
郎
『
臨
床
と
研

究
」
六
三
（
三
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
五
’
六

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
久
保
猪
之
吉
先
生
の
達
見
」
河
田
政
一
『
臨
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床
と
研
究
』
六
三
（
四
）
赤
．
ヘ
ー
ジ
七
’
八

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
旭
教
授
へ
の
追
慕
」
樋
口
謙
太
郎
『
臨
床
と

研
究
』
六
三
（
五
）
赤
．
ヘ
ー
ジ
九
’
一
○

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
恩
師
小
野
先
生
の
思
い
出
」
佐
藤
八
郎
『
臨

床
と
研
究
』
六
三
（
六
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
ニ
ー
一
二

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
九
大
小
児
科
初
代
教
授
伊
東
祥
彦
先
生
の
こ

と
ど
も
」
寺
脇
保
『
臨
床
と
研
究
』
六
三
（
七
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
一
三
’

一
四

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
稲
田
龍
吉
先
生
を
し
の
ん
で
」
操
坦
道

『
臨
床
と
研
究
』
六
三
（
八
）
赤
ペ
ー
ジ
一
五
’
一
六

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
呉
建
先
生
の
思
い
出
」
操
坦
道
『
臨
床
と

研
究
』
六
三
（
九
）
赤
・
ヘ
ー
ジ
一
七
’
一
八

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
後
藤
七
郎
先
生
の
憶
い
出
」
古
賀
秀
夫
『
臨

床
と
研
究
』
六
三
（
一
○
）
赤
．
ヘ
ー
ジ
一
九
’
二
○

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
高
木
繁
教
授
の
憶
い
出
」
樋
口
謙
太
郎
『
臨

床
と
研
究
』
六
三
（
二
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
ニ
ー
’
二
二

「
先
人
の
業
績
・
を
し
の
ん
で
三
宅
速
先
生
を
憶
う
」
今
永
一
『
臨
床
と

研
究
』
六
三
（
一
二
）
赤
・
ヘ
ー
ジ
ニ
三
’
二
四

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
一
）
閏
弓
。
。
国
風
観
察
と
記
録
」
飯
野
晃
啓

『
臨
床
検
査
』
三
○
（
一
）
八
六

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
二
）
Ｑ
画
且
旨
い
①
巴
２
（
Ａ
Ｄ
一
三
○
、
ｌ
二
○
○
）

実
験
生
理
学
の
父
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
二
）
一
九
六

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
三
）
シ
ご
号
３
い
く
③
且
旨
い
（
一
五
一
四
’

一
五
六
四
）
近
代
解
剖
学
の
父
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
三
）

三
○
六

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
四
）
シ
号
８
胃
思
臥
近
世
外
科
学
の
父
」
飯

野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
四
）
四
二
八

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
五
）
乏
旨
画
日
出
胃
く
里
（
一
五
七
八
’

二
ハ
五
七
）
実
験
生
理
学
の
再
興
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○

（
五
）
五
四
六

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
六
）
團
名
騨
己
］
ｇ
屋
９
天
然
痘
の
予
防
」
飯

野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
六
）
六
六
四

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
七
）
狩
冒
園
勇
差
弓
呼
日
日
の
与
爵
産
褥
熱

の
予
防
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
七
）
七
八
二

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
八
）
冒
昌
吻
願
翼
⑦
胃
（
一
八
二
二
’

一
八
九
五
）
免
疫
学
の
父
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
八
）
九
○
八

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
九
）
三
号
①
冒
〆
・
日
且
閃
。
昌
侭
ｇ

（
一
八
四
五
’
一
九
二
三
）
物
理
学
か
ら
医
学
へ
の
贈
り
物
」
飯
野
晃
啓

『
臨
床
検
査
』
三
○
（
九
）
一
○
三
四

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
一
○
）
”
。
胃
再
開
○
号
（
一
八
四
三
’
一
九
一
○
）

細
菌
の
狩
人
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
一
○
）
二
五
二

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
二
）
厩
巳
匡
監
目
（
一
八
五
四
’

一
九
一
五
）
魔
法
の
弾
丸
の
発
見
者
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○

（
一
二
）
一
五
八
六

「
医
学
の
中
の
偉
人
た
ち
（
一
二
）
ど
①
×
“
且
９
国
①
目
畠
青
カ
ビ
が
命
を

救
っ
た
」
飯
野
晃
啓
『
臨
床
検
査
』
三
○
（
一
三
）
一
七
○
○

「
老
年
精
神
医
学
に
貢
献
し
た
人
々
（
第
一
三
回
）
尼
子
富
士
郎
我
が
国

老
年
医
学
を
生
み
育
ん
だ
偉
人
」
篠
原
恒
樹
『
考
年
精
神
医
学
』
三
（
二
）
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二
六
八
’
二
八
一

伝
記
（
双
）

己
。
ｇ
冨
己
ぐ
○
回
。
ａ
号
国
と
Ｆ
且
乏
狩
二
世
（
三
）
」
武
智
秀
夫
『
医
学

の
あ
ゆ
承
』
’
三
九
（
二
）
九
○
三
’
九
○
五

「
野
口
英
世
と
『
日
本
医
学
図
書
館
』
を
め
ぐ
る
人
々
」
高
橋
進
『
医
学

図
書
館
』
三
三
（
四
）
三
五
一
’
三
五
五

「
江
戸
末
期
二
豊
の
医
師
た
ち
」
荒
巻
逸
夫
『
大
分
医
師
会
報
』
（
三
七
八
）

三
六
’
四
四

「
伊
パ
ピ
ァ
大
学
の
解
剖
医
た
ち
ス
カ
ル
パ
、
コ
ル
チ
、
、
コ
ル
ジ
の
業
績
」

原
田
康
夫
『
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』
一
五
（
七
）
二
一
○
’
一
二
一

「
本
邦
ハ
ン
セ
ン
病
史
に
お
け
る
後
藤
昌
文
・
昌
直
先
生
父
子
の
業
績
」
佐

久
間
温
巳
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
一
六
九
’
一
七
一

「
中
井
厚
沢
と
土
生
玄
碩
」
宗
田
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

一
七
二
’
一
七
四

「
呉
家
の
本
家
筋
、
豊
田
家
の
医
師
た
ち
」
豊
田
裕
治
、
豊
田
秀
之
、
石
田

純
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
四
八
’
二
四
九

「
日
本
医
史
学
会
と
芸
備
医
学
会
創
立
に
貢
献
し
た
医
人
達
」
江
川
義
雄

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）
二
五
二
’
二
五
三

「
藩
主
津
軽
氏
一
族
の
死
亡
年
月
日
に
つ
い
て
」
松
木
明
知
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
二
（
四
）
四
六
九
’
四
八
○

「
夏
目
漱
石
と
真
鍋
嘉
一
郎
（
上
）
」
天
岸
太
郎
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
二
四
）
六
三
’
六
六

「
柴
田
承
桂
と
長
井
長
義
ｌ
先
覚
者
た
ち
の
薬
学
振
興
論
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

安
江
政
一
『
日
本
薬
史
学
会
』
一
二
（
一
）
三
三
’
四
○

「
ロ
イ
ト
ル
と
ツ
ワ
ー
テ
ル
ー
開
拓
使
仮
学
校
女
学
校
の
オ
ラ
ン
ダ
人
女
教

師
た
ち
」
石
田
純
郎
『
日
蘭
学
会
会
誌
』
二
（
一
）
一
七
’
三
四

「
日
本
整
形
外
科
の
開
祖
と
中
津
市
田
代
義
徳
先
生
と
田
代
基
徳
」
天
児

民
和
『
臨
床
と
研
究
」
六
三
（
九
）
青
ペ
ー
ジ

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
九
）
司
薬
場
で
活
躍
し
た
人
び
と
」
宗
田

一
『
臨
床
科
学
』
二
二
（
一
）
二
一
’
二
五

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
○
）
本
邦
海
軍
軍
医
教
育
の
基
礎
を
築
い

た
二
人
の
英
人
医
師
ｌ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
ホ
イ
ー
ラ
ー
ｌ
」
長
門
谷
洋

治
『
臨
床
科
学
』
二
二
（
二
）
二
三
九
’
二
四
五

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
二
）
へ
ボ
ン
、
シ
モ
ン
ズ
、
エ
ル
ド
リ
ッ

ジ
」
大
滝
紀
雄
『
臨
床
科
学
』
一
三
（
三
）
三
八
一
Ｊ
く
三
八
六

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
二
）
パ
ー
ム
、
’
－
１
－
ト
ン
、
。
〈
－
セ
ル
」

蒲
原
宏
『
臨
床
科
学
』
一
一
二
（
四
）
五
一
三
’
五
二
一

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
三
）
明
治
戊
辰
戦
争
の
戦
傷
者
治
療
に
動

員
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
た
ち
ｌ
ウ
イ
リ
ス
と
シ
ド
ー
ル
」
蒲
原
宏

『
臨
床
科
学
』
’
’
二
（
五
）
六
三
五
’
六
四
四

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
四
）
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
」
酒
井
シ

ヅ
『
臨
床
科
学
』
二
二
（
六
）
七
六
七
’
七
七
○

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
五
）
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
《
ヘ
ル
ツ
」

安
井
広
『
臨
床
科
学
』
二
二
（
七
）
九
二
’
九
一
五

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
六
）
東
京
大
学
医
学
部
の
少
壮
エ
リ
ー
ト

教
師
た
ち
デ
ー
’
一
シ
シ
、
デ
ィ
ー
ゲ
ル
、
デ
ィ
ッ
セ
ー
」
小
関
恒
雄

『
臨
床
科
学
』
’
’
二
（
八
）
一
○
四
八
’
一
○
五
二

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
七
）
京
都
府
療
病
院
の
外
人
教
師
た
ち
Ｉ

（140） 574



ヨ
ン
ケ
ル
、
シ
ョ
イ
ベ
ー
」
藤
田
俊
夫
『
臨
床
科
学
』
一
三
（
一
○
）

一
三
二
七
’
一
三
三
三

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
八
）
ド
イ
ツ
医
学
の
地
方
普
及
に
貢
献

し
た
ロ
ー
レ
ッ
」
小
形
利
彦
『
臨
床
科
学
』
二
二
（
二
）
一
四
五
四

’
一
四
五
八

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
九
）
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
」
土
屋
重
朗
『
臨
床

科
学
』
二
二
（
一
二
）
一
六
○
一
’
一
六
○
四

伝
染
病
史

「
ワ
イ
ル
病
病
原
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
の
発
見
」
竹
田
美
文
『
昌
巳
弓
夢
巨
昌
①
』

一
九
（
四
己
三
六

「
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
Ａ
Ｔ
Ｌ
発
見
の
経
緯
」
脇
坂
行
一
「
ク
リ
ニ
シ
ァ

ン
』
三
三
（
二
）
一
八
七
’
一
八
八
・

「
予
防
衛
生
研
究
所
の
創
設
と
伝
染
病
研
究
所
の
改
組
」
小
高
健
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
三
一
一
（
四
）
四
二
三
’
四
六
八

「
庖
瘡
を
め
ぐ
る
信
仰
と
儀
礼
」
波
平
恵
美
子
『
日
本
医
事
新
報
」

（
三
二
四
一
）
一
三
六
’
一
三
七

「
古
代
以
来
の
本
邦
の
天
然
痘
発
生
状
況
」
添
川
正
夫
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
四
八
）
一
七
○
’
一
七
一

「
日
本
・
へ
ス
ト
流
行
史
（
五
）
」
春
日
忠
善
『
北
里
メ
デ
ィ
カ
ル
’
一
ユ
ー
ス
」

三
三
（
一
・
二
）
一
’
四
○

東
洋
医
学
史

「
医
学
史
物
語
（
中
国
篇
）
こ
と
わ
ざ
を
通
じ
て
の
医
者
像
（
そ
の
二
）
」

山
本
徳
子
『
旨
ａ
９
日
冨
昌
。
昌
六
（
二
）
一
五
一
七
’
一
五
一
八

「
耳
鼻
咽
喉
科
領
域
に
お
け
る
中
国
医
学
序
説
中
国
医
学
の
歴
史
」
藤
井

一
省
『
カ
レ
ン
ト
テ
ラ
ピ
ー
』
四
（
九
）
一
○
九
’
二
二

「
漢
方
史
景
『
傷
寒
論
』
と
漢
方
薬
の
剤
型
（
下
）
」
蔵
方
宏
昌
『
漢
方
診

療
』
五
（
一
）
四
六
’
四
七

「
漢
方
史
景
膳
の
緒
と
『
本
草
綱
目
』
」
蔵
方
宏
昌
『
漢
方
診
療
』
五

（
三
）
四
四
’
四
五

「
漢
方
古
典
文
献
概
説
（
一
三
）
『
敦
埋
文
書
』
中
の
医
薬
文
献
。
（
そ
の
二
）

ス
タ
イ
ン
文
書
」
小
曽
戸
洋
『
現
代
東
洋
医
』
七
（
三
）
八
七
’
九
三

「
中
国
医
事
制
度
史
に
お
け
る
按
摩
に
つ
い
て
ｌ
晴
・
唐
時
代
を
中
心
と
し

て
ｌ
」
山
本
徳
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
三
（
二
）
三
一
八

「
中
国
医
学
史
の
三
十
五
年
（
一
九
四
九
’
一
九
八
四
）
」
李
経
緯
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
一
）
六
八
’
八
八

「
中
国
医
学
と
道
教
（
Ⅳ
医
神
）
」
吉
元
昭
治
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二

（
二
）
二
二
二
’
二
二
三

「
宏
代
気
功
の
成
就
」
郎
需
才
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
’
一
三
（
二
）

二
二
四
’
二
二
七

内
科
学
史

「
昭
和
内
科
史
ノ
ー
ト
肝
臓
病
」
三
辺
謙
『
か
ら
だ
の
科
学
』

（
一
二
七
）
一
二
六
’
一
三
一

「
昭
和
内
科
史
ノ
ー
ト
（
八
）
難
病
（
二
）
お
よ
び
糖
尿
病
」
三
辺
謙

『
か
ら
だ
の
科
学
』
（
二
一
九
）
二
二
’
二
七

「
第
二
次
大
戦
中
仙
台
地
方
に
多
発
せ
る
内
科
疾
患
」
山
形
敞
一
『
医
学
史

研
究
』
（
六
○
）
二
’
一
六

病
院
史

「
続
サ
ン
・
ル
イ
病
院
と
パ
リ
医
学
史
博
物
館
歴
代
の
断
片
」
三
浦
徹
蔵
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『
千
葉
医
師
会
誌
』
三
八
（
六
）
三
七
七
’
三
八
二

「
北
陸
の
医
療
を
牽
引
し
た
石
川
県
金
沢
病
院
」
寺
畑
喜
朔
『
日
経
メ
デ
ィ

カ
ル
』
一
五
（
五
）
一
七
○
’
一
七
一

「
日
本
に
お
け
る
病
院
給
食
の
始
ま
り
（
明
治
六
年
・
大
阪
）
」
中
室
嘉
祐

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）
二
四
一
’
二
四
三

「
箱
館
ロ
シ
ア
病
院
の
医
師
に
関
す
る
知
見
補
遺
」
松
木
明
知
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
三
二
（
三
）
三
○
三
’
三
○
八

「
ジ
ョ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド
病
院
調
査
英
国
医
療
史
の
研
究
」
車
田
松
三
郎

『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
二
九
）
六
一
’
六
五

「
日
本
に
お
け
る
正
式
な
直
営
の
病
院
給
食
の
始
ま
り
給
食
管
理
規
則
の

始
ま
り
（
明
治
六
年
・
大
阪
）
」
中
室
嘉
祐
『
日
薬
会
一
○
六
年
会
講
要
』

六
七
八

「
石
川
県
金
沢
病
院
の
写
真
に
関
す
る
考
証
」
寺
畑
喜
朔
、
津
田
進
三
『
北

陸
医
史
』
七
（
一
）
三
一
’
三
三

風
俗
史

「
冬
至
と
柚
子
湯
」
槙
佐
知
子
『
医
の
道
』
一
一
（
二
）
六
六
’
六
七

「
民
俗
芸
能
資
料
に
み
る
医
師
の
実
像
」
木
下
久
雄
『
医
学
史
研
究
』

（
六
○
）
三
七
’
三
八

法
医
学
史

「
明
治
初
年
の
あ
る
絞
刑
後
蘇
生
例
」
小
関
恒
雄
『
シ
２
９
目
着
冒
昌

五
二
（
一
）
三
三
’
三
七

「
三
宅
秀
お
よ
び
高
橋
順
太
郎
に
よ
る
裁
判
医
学
講
義
・
補
遺
」
小
関
恒
雄

『
シ
ｇ
○
吋
目
］
呂
○
こ
五
二
（
二
）
七
四
’
七
六

「
大
原
八
郎
作
成
の
死
体
検
案
書
（
六
）
」
大
原
嘗
一
郎
『
大
原
病
年
報
』

（
二
九
）
一
二
三
’
一
二
七

「
明
治
法
医
学
編
年
資
料
断
章
」
小
関
恒
雄
『
日
本
法
医
学
雑
誌
』
四
○

（
一
）
五
三
’
六
五

仏
教
医
学
史

「
仏
教
教
典
に
ゑ
ら
れ
る
医
療
と
現
代
日
本
の
医
療
」
杉
田
暉
道
『
日
本
医

事
新
報
』
（
三
二
五
一
）
五
九
’
六
一

「
釈
尊
と
右
側
臥
位
」
松
木
明
知
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
六
七
）
六
三

’
六
四

麻
酔
学
史

「
高
嶺
に
よ
る
全
身
麻
酔
手
術
と
そ
の
伝
播
経
路
の
疑
義
豊
田
氏
に
対
す

る
反
論
」
松
木
明
知
『
医
と
生
物
」
二
三
（
二
）
八
九
’
九
二

「
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
と
そ
の
麻
酔
科
学
の
業
績
と
く
に
そ
の
著
書
廣
○
昌

昌
①
冒
冒
巴
昌
さ
口
臭
民
①
ぐ
砦
○
匡
局
具
胃
胃
司
旨
、
Ｅ
・
唱
の
己
○
胃
冒
‐

号
凰
ご
に
つ
い
て
」
松
木
明
知
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
．
三
一
一
（
二
）

二
三
六
’
二
三
八

「
高
嶺
徳
明
の
麻
酔
薬
（
二
）
本
邦
に
お
け
る
全
身
麻
酔
の
先
駆
者
」
松
木

明
知
『
麻
酔
」
三
五
（
五
）
八
四
二
’
八
四
六

門
人
録

「
原
老
柳
門
譜
」
田
崎
哲
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
一
（
三
）
三
○
九

’
三
一
三

薬
学
史

「
日
本
の
売
薬
（
一
○
八
）
竜
延
香
・
鯨
糞
と
鯨
脳
。
鯨
精
」
宗
田
一
『
医

薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
二
二
（
一
）
一
二
五
’
二
一
九

「
日
本
の
売
薬
（
一
○
九
）
芥
子
と
嬰
粟
」
宗
田
一
『
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
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二
二
（
二
）
四
五
八
’
四
六
二

「
日
本
の
売
薬
（
二
○
）
〔
外
篇
〕
ラ
ク
ダ
の
薬
用
」
宗
田
一
『
医
薬

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
二
（
三
）
六
八
四
’
六
八
七

「
日
本
の
売
薬
（
二
一
）
〔
外
篇
〕
真
言
加
持
土
砂
の
薬
効
」
宗
田
一

『
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
二
（
四
）
八
八
七
’
八
九
○

「
日
本
の
売
薬
（
二
二
）
海
椰
子
（
ウ
ミ
ャ
シ
）
」
宗
田
一
「
医
薬
ジ

ャ
ー
ナ
ル
』
二
二
（
五
）
一
○
八
七
’
一
○
九
二

「
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
」
北
本
治
『
治
療
学
』
一
七
（
己
一
二
九
’
一
三
二

「
津
軽
一
粒
金
丹
の
研
究
（
二
）
」
松
木
明
知
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二

（
三
）
二
八
一
’
二
九
○

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
四
君
子
湯
（
そ
の
一
ｊ
く
こ
）
」
長
谷
川

弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
五

（
一
・
二
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
十
全
大
補
湯
（
そ
の
一
・
二
）
」
大
塚

恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』

九
五
（
六
・
七
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
平
胃
散
（
そ
の
－
１
三
ご
山
田
光

胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
『
日
本
医
師
会
雑
誌
」
九
五

（
八
’
一
○
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
安
中
散
（
そ
の
一
・
二
）
」
山
田
光

胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
五

（
一
○
・
二
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
胄
苓
湯
（
そ
の
一
・
二
）
」
菊
谷
豊

彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
五

二
一
・
一
二
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
筏
苓
飲
（
そ
の
一
・
二
）
」
長
谷
川

弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』

九
五
（
一
三
）
、
九
六
（
一
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
半
夏
厚
朴
湯
（
そ
の
一
’
三
）
」
長

谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
『
日
本
医
師
会
雑
誌
」

九
六
（
一
’
三
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
香
蘇
散
（
そ
の
一
’
三
）
」
大
塚
恭

男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
六
六

（
四
’
六
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
半
夏
潟
心
湯
（
そ
の
一
’
四
）
」
山

田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』

九
六
（
六
’
九
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
三
黄
涛
心
湯
（
そ
の
一
’
四
）
」
菊

谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
『
日
本
医
師
会
雑
誌
」

九
六
（
九
・
一
一
’
一
三
）
カ
ラ
ー
図
説

「
治
癩
剤
『
大
風
子
油
』
と
十
九
世
瑞
碩
岡
村
平
兵
衛
」
佐
久
間
温
巳
『
日

本
医
事
新
報
』
（
三
二
三
九
）
五
九
’
六
一

「
人
尿
を
薬
用
と
す
る
文
献
」
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
五
五
）

一
四
五
’
一
四
六

「
日
本
の
本
草
学
者
は
広
東
人
参
を
ど
う
見
て
い
た
か
」
浅
野
正
義
『
日
本

薬
史
学
会
』
二
一
（
一
）
二
一
’
二
七

ヨ
熊
府
薬
物
会
目
録
』
所
載
の
薬
物
の
研
究
（
第
二
報
）
藩
内
客
品
七
十
有

二
種
に
つ
い
て
」
浜
田
善
利
『
日
本
薬
史
学
会
』
二
一
（
一
）
四
一
Ｉ

伊円旬
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五
一

「
『
医
心
方
』
巻
三
○
の
基
礎
的
研
究
本
草
学
的
価
値
に
つ
い
て
」
真
柳

誠
『
日
本
薬
史
学
会
』
二
一
（
一
）
五
二
’
五
九

「
日
本
薬
局
方
に
承
ら
れ
た
ヒ
素
含
有
製
剤
の
変
遷
」
山
田
光
男
、
松
本
仁

人
『
日
本
薬
史
学
会
』
二
一
（
一
）
六
○
’
六
五

「
養
老
医
疾
令
合
和
御
薬
条
復
原
の
再
検
討
」
丸
山
裕
美
子
『
日
本
歴
史
』

（
四
五
六
）
一
九
’
三
三

「
戦
後
の
．
へ
’
一
シ
リ
ン
エ
業
の
復
興
」
落
合
勝
一
郎
『
病
院
』
四
五
（
九
）

七
六
六
’
七
六
七

「
薬
の
歴
史
の
と
ら
え
方
（
一
）
徐
福
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
」
宗
田
一
『
薬

史
学
会
通
信
』
（
二
）
二
’
三

「
薬
の
歴
史
の
と
ら
え
方
（
二
）
出
雲
神
話
の
薬
物
療
法
」
宗
田
一
「
薬

史
学
会
通
信
』
（
三
）
二
’
四

「
家
伝
薬
『
濱
田
膏
』
に
つ
い
て
」
那
須
務
、
吉
崎
文
彦
、
久
道
周
次

『
薬
史
学
雑
誌
』
二
一
（
二
）
六
七
’
七
二

「
初
代
岡
山
藩
池
田
忠
継
廟
天
井
の
植
物
絵
に
つ
い
て
」
奥
田
拓
男
、
土
岐

隆
信
、
市
川
俊
介
『
薬
史
学
雑
誌
』
一
一
一
（
二
）
七
三
’
七
六
、

「
人
吉
・
相
良
藩
の
御
薬
園
に
つ
い
て
」
浜
田
善
利
『
薬
史
学
雑
誌
』
一
二

（
二
）
七
七
’
八
○

「
日
本
薬
局
方
に
見
ら
れ
た
チ
ョ
ウ
ジ
、
チ
ョ
ウ
ジ
油
の
変
遷
」
松
本
仁
人
、

山
田
光
男
『
薬
史
学
雑
誌
』
二
一
（
二
）
八
一
’
八
五

「
飯
沼
慾
斎
の
『
根
尾
採
薬
秘
笈
』
収
載
植
物
に
つ
い
て
」
田
中
俊
弘
、
水

野
瑞
夫
、
川
瀬
仙
吉
、
吉
田
国
二
『
薬
史
学
雑
誌
』
二
一
（
二
）
八
六

’
九
三

「
仙
台
藩
に
お
け
る
人
参
栽
培
に
つ
い
て
」
那
須
務
、
吉
崎
文
彦
、
久
道

周
次
『
薬
史
学
雑
誌
」
二
一
（
二
）
九
四
ｌ
一
○
○

そ
の
他

「
医
学
に
ま
つ
わ
る
人
と
物
と
時
代
最
初
の
医
学
雑
誌
と
一
一
コ
ラ
・
ド
・

ブ
レ
ニ
ー
」
大
村
敏
郎
『
閃
の
浄
邑
一
（
一
）
二
七
’
二
六
（
後
頁
か

ら
）

「
『
未
来
』
か
ら
の
旅
（
一
）
シ
ュ
バ
イ
ッ
ァ
の
碑
」
須
佐
美
誠
一
『
閃
の
扉
昌

一
（
一
）
三
○
’
二
八
（
後
頁
か
ら
）

「
医
学
に
ま
つ
わ
る
人
と
物
と
時
代
ラ
エ
ネ
ッ
ク
と
診
断
法
器
具
の
シ
ン

ボ
ル
」
大
村
敏
郎
『
閃
の
庁
昌
一
（
二
）
二
七
’
二
六
（
後
頁
か
ら
）

「
医
学
に
ま
つ
わ
る
人
と
物
と
時
代
『
プ
ラ
バ
ー
ズ
皮
下
注
射
器
』
考
」
大

村
敏
郎
『
詞
①
諒
邑
一
（
三
）
二
七
’
二
六
（
後
頁
か
ら
）

「
医
学
に
ま
つ
わ
る
人
と
物
と
時
代
救
急
車
を
開
発
し
た
ラ
レ
ー
の
右
手
」

大
村
敏
郎
『
両
①
庁
昌
一
（
四
）
二
七
’
二
六
（
後
頁
か
ら
）

「
〃
診
療
報
酬
″
物
語
明
治
二
十
年
代
の
医
療
料
金
（
そ
の
二
）
」
青
柳
精

一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
五
五
）
一
八
六
’
一
八
八

「
〃
診
療
報
酬
″
物
語
『
医
師
の
債
券
』
が
民
法
に
登
場
」
青
柳
精
一
『
ば

ん
ぶ
う
』
（
五
六
）
二
○
○
’
二
○
二

「
〃
診
療
報
酬
″
物
語
人
力
車
の
出
現
と
開
業
医
師
」
青
柳
精
一
『
ば
ん

ぶ
う
』
（
五
七
）
一
八
八
’
一
九
○

「
〃
診
療
報
酬
〃
物
語
（
二
四
）
Ｉ
（
二
六
）
医
師
法
の
制
定
と
各
種
団
体
の

動
き
（
そ
の
一
）
Ｉ
（
そ
の
三
）
」
青
柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
」
（
五
八
）

一
八
六
’
一
八
八
、
（
五
九
）
一
八
六
’
一
八
八
、
（
六
○
）
一
八
八
’
一
九
○

「
手
術
室
の
歴
史
」
都
築
正
和
『
オ
ペ
ナ
ー
シ
ン
グ
』
一
（
四
）
四
六
Ｉ
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五
○

「
ス
。
ヘ
ン
サ
ー
の
範
心
の
進
化
を
め
ぐ
っ
て
」
正
高
信
男
『
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
』
一
三
（
九
）
七
二
’
七
六

「
医
学
史
に
登
場
す
る
動
物
（
五
）
動
物
実
験
事
始
」
酒
井
シ
ヅ
『
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
ア
ニ
マ
ル
』
三
（
五
）
五
三

「
医
学
史
に
登
場
す
る
動
物
（
六
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
」
酒
井
シ
ヅ

『
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ア
ニ
マ
ル
』
三
（
六
）
五
三

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
）
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
大
村
敏
郎
『
医
学

の
あ
ゆ
ぷ
』
一
三
七
（
三
）
中
付

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
二
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
伝
承
」
大
村
敏
郎
『
医
学

の
あ
ゆ
承
』
一
三
七
（
七
）
中
付

「
医
学
史
ミ
ニ
博
物
館
（
三
）
ガ
レ
ノ
ス
の
壁
」
大
村
敏
郎
『
医
学
の
あ
ゆ

ゑ
』
一
三
七
（
一
二
）
中
付

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
四
）
サ
ン
・
コ
ー
ム
信
仰
」
大
村
敏
郎
『
医
学
の

あ
ゆ
ぷ
』
一
三
八
（
三
）
中
付

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
五
）
続
サ
ン
・
コ
ー
ム
信
仰
」
大
村
敏
郎
『
医
学

の
あ
ゆ
象
』
一
三
八
（
六
）
、
（
七
）
中
付

「
医
学
史
ミ
ニ
博
物
館
（
六
）
サ
ン
・
ル
イ
王
と
医
療
」
大
村
敏
郎
『
医
学

の
あ
ゆ
ぷ
』
一
三
八
（
一
二
）
中
付

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
七
）
続
サ
ン
・
ル
イ
王
と
医
療
」
大
村
敏
郎
『
医

学
の
あ
ゆ
ぶ
』
一
三
九
（
三
）
中
付

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
八
）
ギ
・
ド
・
シ
ョ
リ
ァ
ク
の
外
科
書
」
大
村
敏

郎
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』
一
三
九
（
七
）
中
付

「
医
学
史
ミ
ニ
博
物
館
（
九
）
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ラ
プ
レ
ー
と
語
学
」
大
村
敏

郎
『
医
学
の
あ
ゆ
承
』
一
三
九
（
一
二
・
一
三
）
中
付

「
長
与
衛
生
文
庫
（
一
）
設
立
趣
旨
の
発
表
か
ら
開
庫
ま
で
の
経
緯
」
堀
江

幸
司
、
松
田
明
子
、
平
川
裕
子
『
医
学
図
書
館
』
三
三
（
二
）
一
六
四

’
一
七
六

「
日
本
核
医
学
会
・
ア
ジ
ア
核
医
学
会
・
世
界
核
医
学
会
の
創
立
と
歴
史
」

上
田
英
雄
『
核
医
』
二
三
（
四
）
四
四
七
’
四
五
三

「
癌
研
究
の
思
い
出
」
桜
井
欽
夫
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』
八
（
一
）

一
’
四

「
癌
研
究
の
思
い
出
」
市
川
篤
二
、
新
崎
端
夫
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』

八
（
三
）
一
’
八

「
制
癌
剤
と
の
出
逢
い
」
岩
木
重
敏
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』
八
（
四
）

一
’
四

「
近
代
医
学
の
先
駆
者
に
学
ぶ
」
中
西
淳
朗
、
加
藤
文
三
『
月
刊
保
団
連
』

（
二
三
○
）
四
四
’
五
三

「
表
紙
の
こ
と
ば
サ
レ
ル
ノ
の
外
科
害
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
」
四
○
（
一
）

七
○

「
表
紙
の
こ
と
ば
ヘ
ル
’
一
ア
の
手
術
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
○
（
二
）

一
七
二

「
表
紙
の
こ
と
ば
ネ
ロ
の
母
ア
グ
リ
ッ
ピ
ナ
の
解
剖
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
」

四
○
（
三
）
二
五
八

「
表
紙
の
こ
と
ば
村
医
者
の
小
手
術
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
○
（
四
）

四
○
七

「
表
紙
の
こ
と
ば
閃
星
邑
〕
の
新
生
児
解
剖
講
義
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
」

四
○
（
五
）
五
四
五
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「
表
紙
の
こ
と
ば
死
者
の
書
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
○
（
六
）
六
七
九

「
表
紙
の
こ
と
ば
薬
用
油
入
れ
と
青
銅
製
医
科
器
械
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』

四
○
（
七
）
九
五
五

「
表
紙
の
こ
と
ば
頴
病
者
と
治
す
キ
リ
ス
ト
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
○

（
八
）
一
一
二
二

「
表
紙
の
こ
と
ば
イ
ブ
ン
ス
ィ
ー
ナ
著
「
医
学
典
範
Ｅ
酒
井
シ
ヅ
『
手

術
』
四
○
（
九
）
一
二
四
○

「
表
紙
の
こ
と
ば
負
傷
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
○

（
一
○
）
一
三
四
六

「
表
紙
の
こ
と
ば
傷
を
負
っ
た
ア
ド
’
一
ス
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
○

二
一
）
一
六
四

「
表
紙
の
こ
と
ば
病
気
見
舞
」
酒
井
シ
ヅ
「
手
術
』
四
○
（
一
二
）

一
八
一
六

「
表
紙
の
こ
と
ば
負
傷
者
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
○
（
一
三
）

一
九
六
六

「
上
田
市
医
師
会
附
属
医
学
史
料
館
報
回
想
記
千
葉
医
大
第
二
内
科
在

局
の
頃
（
三
’
一
四
）
」
柳
沢
文
秋
『
上
田
市
医
師
会
報
』
一
六
（
こ

こ
○
’
二
一
、
（
二
）
一
六
’
一
七
、
（
三
）
一
二
’
一
三
、
（
四
）
一
○

’
一
一
、
（
五
）
二
三
’
二
四
、
（
六
）
一
四
’
一
五
、
（
七
）
二
三
’

二
四
、
（
八
）
一
三
’
一
四
、
（
九
）
一
五
’
一
七
、
（
一
○
）
一
五
’
一
七
、

（
二
）
一
八
’
一
九
、
（
一
二
）
一
七
’
一
九

コ
○
○
年
目
の
女
医
の
卵
た
ち
」
大
村
敏
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二

（
二
）
二
○
一
’
二
○
三

「
伊
勢
原
市
域
医
療
史
の
若
干
の
問
題
点
ｌ
『
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
医
療

史
』
（
仮
題
）
の
調
査
と
執
筆
を
お
え
て
」
奥
富
敬
之
『
日
本
医
史
学
雑

誌
三
二
（
二
）
二
○
六
’
二
○
七

「
梅
園
医
学
論
の
立
場
」
丸
山
敏
秋
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
二
（
二
）

二
四
三
’
二
四
五

「
戦
争
と
医
師
ｌ
広
島
を
回
顧
し
て
ｌ
」
安
芸
基
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
二
（
四
）
四
八
一
’
五
○
二

「
今
む
か
し
医
事
往
来
考
」
岸
本
頼
子
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
四
○
）

六
九

「
人
間
学
的
医
学
の
臨
床
的
課
題
ｌ
疾
病
と
人
間
の
一
元
論
ｌ
」
小
俣
和
一

郎
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
五
四
）
六
五
’
六
八

「
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
へ
の
旅
（
上
）
」
津
田
修
二
『
日
本

医
事
新
報
』
（
三
二
五
七
）
六
三
’
六
五

「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
」
石
田
純
郎
『
日
本
医
事
新

報
』
（
三
二
五
九
）
五
九
’
六
一

「
顕
微
鏡
の
歴
史
（
第
一
回
）
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
と
彼
の
顕
微
鏡
」
矢
野

圭
司
『
微
生
物
』
二
（
五
）
五
九
一
’
五
九
七

「
明
治
前
の
顕
微
鏡
の
変
遷
」
小
林
義
雄
『
微
生
物
』
二
（
六
）
七
一
○

’
七
一
五

「
北
大
医
学
専
門
部
史
誌
終
校
三
五
周
年
記
念
」
北
大
医
專
史
編
集
委
員

今
云

「
水
野
朗
政
策
の
医
人
塑
像
に
つ
い
て
」
寺
畑
喜
明
『
北
陸
医
史
」
七
（
一
）

二
八
’
三
○

「
『
今
昔
物
語
集
』
の
中
の
医
学
（
四
）
」
白
崎
昭
一
郎
「
北
陸
医
史
』
七

（
一
）
五
二
’
五
三
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中
国
語
文
献

「
厨
史
上
的
医
生
」
島
堪
温
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
一
）
一
’
二

「
新
石
器
吋
代
的
外
科
手
未
Ｉ
抜
除
側
、
歯
及
師
骨
変
形
木
」
李
牧
『
中

華
瞥
史
雑
誌
』
一
六
（
こ
一
二
’
一
四

「
卜
辞
段
代
医
蒟
型
生
考
」
倉
郵
毒
『
中
華
書
史
雑
誌
』
’
六
（
一
）

一
五
’
二
三

「
沌
宋
金
吋
期
几
科
学
主
要
成
就
（
摘
要
）
」
隊
迭
理
、
周
一
煤
『
中

華
薔
史
雑
誌
』
’
六
（
一
）
二
四
’
二
七

「
中
国
工
衣
虹
奉
第
二
方
面
軍
型
生
工
作
」
高
恩
晁
『
中
華
醤
史
雑
誌
』

一
六
（
二
二
八
’
三
一

「
中
医
蒟
界
的
首
次
抗
争
活
劫
」
対
文
蓑
『
中
華
害
史
雑
誌
』
一
六
（
一
）

三
二
’
三
四

「
栖
川
民
生
平
事
略
与
其
対
中
医
銃
一
病
名
的
兄
解
」
菫
波
良
『
中
華
醤

史
雑
誌
』
一
六
（
一
）
三
五
’
三
七

「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
工
生
防
疫
笈
展
簡
史
」
崔
達
玉
、
申
国
常
『
中

華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
一
）
三
八
’
四
○

「
子
午
流
注
学
悦
的
笈
端
与
形
成
」
睾
孔
逃
『
中
華
書
史
雑
誌
」
一
六

（
一
）
四
一
’
四
四

「
蒟
理
学
笈
展
簡
史
」
宋
之
瑛
、
程
之
萢
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
六

（
こ
四
四
’
四
九

「
八
文
海
ｖ
中
的
西
夏
医
学
」
洪
武
狸
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
一
）

五
○
’
五
二

「
清
末
至
解
放
前
的
蒟
学
教
育
概
況
」
隊
新
謙
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
六

（
一
）
五
三
’
五
八

「
狼
牙
的
本
草
考
汪
」
李
神
文
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
六
（
一
）
五
九

’
六
二

「
減
陀
八
新
修
本
草
ｖ
対
唐
代
以
前
蒟
物
学
的
整
理
」
孔
溥
泉
『
中
華
薔

史
雑
誌
』
一
六
（
一
）
六
三
’
六
四

「
人
美
学
与
医
蒟
工
生
」
昊
燕
和
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
二
）

六
五
’
六
八

「
中
国
人
民
解
放
軍
第
四
野
賊
軍
在
解
放
峨
争
吋
期
的
工
生
防
病
工
作
」
沈

恩
津
、
許
世
厚
、
郭
ｒ
民
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
二
）
六
九

’
七
五

「
映
甘
宇
辺
区
的
姐
嬰
迫
生
事
止
（
一
九
三
七
’
一
九
四
九
）
」
孔
淑
真

『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
二
）
七
六
’
八
一

「
我
国
克
山
病
流
行
及
防
治
簡
史
」
談
文
宣
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
六

（
二
）
八
二
’
八
五

「
王
士
雄
家
世
考
汪
」
林
功
鐸
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
二
）
八
六

’
八
七

「
考
旺
麻
沸
散
和
再
陀
佗
的
国
籍
」
郎
需
才
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
’
六

（
二
）
八
八
’
九
二

「
祖
国
医
学
対
〃
神
″
与
脳
帆
狽
」
攻
長
生
、
汪
幼
一
『
中
華
薔
史
雑

誌
』
一
六
（
二
）
九
三
’
九
七

「
中
医
几
科
中
温
朴
治
法
源
流
淡
」
宋
知
行
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六

（
二
）
九
八
’
一
○
一

「
中
医
学
未
思
想
対
手
未
庁
法
的
影
哨
」
任
旭
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』

一
六
（
二
）
一
○
二
’
一
○
四

「
圦
叶
升
泰
蒟
店
到
健
民
制
蒟
ｒ
」
超
鴻
云
『
中
華
嘗
史
雑
誌
』
一
六
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（
二
）
一
○
五
’
一
○
七

「
我
国
春
秋
以
前
及
春
秋
吋
期
的
菰
防
医
学
史
料
」
渚
金
陵
『
中
華
瞥
史

雑
誌
』
一
六
（
二
）
一
○
八
’
一
二

「
我
国
古
代
的
〃
蜻
庁
法
“
史
料
」
黄
健
『
中
華
雷
史
雑
誌
』
一
六

（
二
）
三
二
’
二
三

「
癖
癌
簡
史
」
田
国
学
『
中
華
豐
史
雑
誌
』
一
六
（
二
）
二
四
’
一

一
五

「
航
空
医
学
与
潜
水
医
学
創
始
人
保
夛
・
伯
特
妃
念
法
国
生
理
学
家
保
夛
・

伯
特
逝
世
百
周
年
」
崔
泓
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
六
（
二
）

一
二
ハ
ー
一
一
八

「
八
四
部
医
典
ｖ
之
創
街
外
科
成
就
」
李
姪
涕
、
傳
芳
『
中
華
瞥
史

雑
誌
』
’
六
（
二
）
二
九
’
一
二
三

「
八
玲
寒
食
散
方
ｖ
与
八
渚
病
源
候
沌
・
寒
食
散
笈
候
ｖ
」
孔
祥
序
『
中

華
薔
史
雑
誌
』
一
六
（
二
）
一
二
四
’
一
二
六

「
妃
念
昊
尚
先
先
生
挺
生
一
八
○
周
年
逝
世
一
○
○
周
年
」
歌
筌
庭
『
中

華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）
一
二
九
’
一
三
○

「
突
出
中
医
特
色
笈
払
外
治
庁
法
Ｉ
妃
念
昊
尚
先
逝
世
一
○
○
周
年
」
傅

芳
『
中
華
雷
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）
一
三
一
’
一
三
四

「
唐
代
掴
声
科
学
概
況
」
弓
大
正
『
中
華
害
史
雑
誌
』
’
六
（
三
）

一
三
五
’
一
三
八

「
略
蛇
明
代
外
科
的
主
要
成
就
（
提
要
）
」
潭
国
俊
、
周
一
煤
『
中
華

瞥
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）
一
三
九
’
一
四
四

「
中
西
医
江
通
思
想
初
考
」
遇
洪
釣
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）

一
四
五
’
一
四
七

「
ｒ
末
近
代
的
西
医
教
育
」
対
小
斌
、
除
浦
堅
『
中
華
嘗
史
雑
誌
』

一
六
（
三
）
一
四
八
’
一
五
一

「
中
年
医
学
会
的
公
共
玉
生
工
作
」
張
玉
琴
『
中
華
瞥
史
雑
誌
」
一
六

（
三
）
一
五
二
’
一
五
四

「
中
国
的
皮
蚊
学
筒
史
」
島
慰
国
『
中
華
薔
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）

一
五
五
’
一
五
八

「
斎
山
竹
林
寺
女
科
考
略
」
塵
育
群
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）

一
五
九
’
一
六
一

「
福
建
省
寄
生
虫
病
今
昔
」
味
国
忠
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）

一
六
二
’
一
六
六

「
古
代
史
料
中
的
几
紳
鼻
科
病
候
」
物
大
俊
『
中
華
嘗
史
雑
誌
』
一
六

（
三
）
一
六
七
１
く
一
六
九

「
に
先
師
延
辺
朝
鮮
族
名
医
金
九
蝿
」
刊
永
錫
、
安
奈
柱
『
中
華
醤
史

雑
誌
』
一
六
（
三
）
一
七
○
’
一
七
一

「
汪
宏
所
称
〃
嘉
祐
本
″
八
神
衣
本
草
姪
ｖ
的
考
正
」
盛
虹
『
中
華
筈

史
雑
誌
』
一
六
（
三
）
一
七
二
’
一
七
六

「
途
八
昊
普
本
草
ｖ
在
本
学
友
展
史
中
的
地
位
」
梁
茂
新
、
尤
茉
輯

『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）
一
七
七
’
一
八
二

「
前
撤
考
据
八
内
姪
ｖ
九
」
神
銭
、
弥
大
票
、
挑
萠
群
『
中
華
書

史
雑
誌
』
一
六
（
三
）
一
八
三
’
一
八
六

「
世
界
医
史
年
表
（
一
）
」
萢
羊
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
三
）

一
八
七
’
一
九
二

「
中
国
著
名
医
史
学
家
ｌ
除
邦
攪
」
李
窪
第
『
中
華
筈
史
雑
誌
』
一
六

（
四
）
一
九
三
’
一
九
八
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「
民
国
吋
期
北
京
地
区
中
医
高
等
教
育
史
研
究
ｌ
隼
北
国
学
院
坪
介
」
高

益
民
、
誰
松
柏
、
播
玉
吟
、
柳
学
佳
、
栓
老
奈
『
中
華
醤
史
雑

誌
』
一
六
（
四
）
一
九
九
’
二
○
一

「
上
海
医
界
春
秋
社
創
亦
的
概
況
」
張
携
臣
、
王
慧
芳
『
中
華
雷
史
雑

誌
』
一
六
（
四
）
二
○
二
’
二
○
四

「
辛
亥
革
命
以
后
的
中
国
法
医
学
」
黄
静
涛
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六

（
四
）
二
○
五
’
二
○
九

「
我
国
断
肢
再
桓
実
聡
研
究
成
功
的
意
又
」
刊
釣
翰
『
中
華
豐
史
雑
誌
」

一
六
（
四
）
二
一
○
’
二
一
二

「
近
五
十
年
来
対
八
内
姪
ｖ
理
陀
的
陀
争
」
前
慎
初
『
中
華
書
史
雑
誌
』

一
六
（
四
）
二
一
三
’
二
一
五

「
渭
宮
梢
案
案
与
北
京
同
仁
堂
的
厨
史
」
味
可
糞
、
李
春
生
、
周
文

泉
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
六
（
四
）
二
一
六
’
二
一
九

「
李
仲
守
教
授
偕
略
」
簡
柳
牢
、
李
煥
英
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
六

（
四
）
二
二
○
’
二
二
一

「
我
国
現
存
最
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